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笠笠懸町吹上地区では、９月下旬から10月中旬にかけて約12万本のひまわりの花が咲きます笠懸町吹上地区では、９月下旬から10月中旬にかけて約12万本のひまわりの花が咲きます。。

イベントも開催しますので、ぜひ一面に広がるひまわりの花を見にお越しくださいイベントも開催しますので、ぜひ一面に広がるひまわりの花を見にお越しください。。

◎場所は県道大間々世良田線の鹿交差点とさくらモールの中間で、鹿田山のふもとです◎場所は県道大間々世良田線の鹿交差点とさくらモールの中間で、鹿田山のふもとです。。

◎見ごろは10月上旬です◎見ごろは10月上旬です。。

◎この「ひまわりの花畑」作りは、遊休農地を活用したもので、地域住民の皆さんが種まきから◎この「ひまわりの花畑」作りは、遊休農地を活用したもので、地域住民の皆さんが種まきから除除

草までボランティアとして携わっています草までボランティアとして携わっています。。

ひまわりの花畑まつひまわりの花畑まつりり
10月1010月10日日(金)(金)～13日～13日(月・祝)(月・祝)

猿問い合わせ先 観光政策課（大間々庁舎）緯(76)1270

ひまわりが見ごろを迎える時期、今年で13回目を迎える「ひまわりの花畑まつり」を開催します。

■開催期間 10月10日画～13日(月・祝)

内容日程

スポーツ吹き矢体験 【スポーツ吹矢倶楽部】
午前10時～午後３時

10月11日臥
かたくりの湯源泉での足湯体験コーナー

和太鼓演奏 【県立渡良瀬養護学校の生徒たち】午前10時30分～

子ども八木節 【地元子ども会育成会】午前11時～

スポーツ吹き矢体験 【スポーツ吹矢倶楽部】

午前10時～午後３時

10月12日蚊

かたくりの湯源泉での足湯体験コーナー

野点(のだて)（茶）呈茶 【笠懸町茶華道協会】

沢入国際サーカス学校生徒の大道芸午前11時～

いずみ太鼓演奏 【いずみ太鼓の皆さん】正午～

笠懸の武技（馬上より矢を射る伝統の技）【笠懸保存会】午後１時～

地元の新鮮野菜や手作りまんじゅうなどの販売（会場イベント広場）◎10月10日画～13日(月・祝)

《ひまわりの花畑まつり》

■主なイベント

スポーツ吹き矢 足湯体験コーナー いずみ太鼓 笠懸の武技

※イベントの日程・内容は都合により変更する場合があります。
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●地域福祉とは？

「住み慣れた地域で楽しくいきいきと、健康で、長生きしたい」

誰でも願うことですが、いつまでも体の具合が良いとは限りませんし、年をとれば体が思うように動かなく

なったりします。そんなとき、地域に暮らす者同士がそのつながりの中で互いに支え合うことができたら、ずっ

と暮らしやすくなると思います。そのような地域社会の実現をめざしているのが「地域福祉」です。

●地域福祉の推進に向けた懇談会

地域福祉は行政だけで進めていくものではなく、市民の皆さんから意見を聞き、十分に反映させた計画を策定

し、関係機関や市民と一緒になって取り組んでいくものです。今回の懇談会では、７月に行った第１回地区別懇

談会で皆さんから出された生活課題などを解決していくためにはどうしたらよいか、意見を出し合っていきたい

と考えています。

前回の懇談会に参加された人

も、都合により参加できなかった

人も、どなたでも参加できますの

で、ぜひ皆さんのご意見をお聞か

せください。

◎事前申込は不要です。お近くの

会場までお出かけください。

◎いずれの会場も午後７時開会で

す（受付開始 午後６時30分）

◎託児も行いますので、小さいお

子様づれでもご参加できます。

問い合わせ先 鮫社会福祉課地域福祉係（笠懸庁舎）緯(76)0975 鮫みどり市社会福祉協議会（本所）緯(76)4111

第２回地域福祉地区別懇談会を開催します

会場開催日対象地区

笠懸商工会館９月29日俄６・７・９・10区

笠懸町 笠懸公民館９月30日峨１・２・３区

笠懸５区公民館10月１日我４・５・８区

大間々庁舎10月２日牙
１・２・３・４・

10・11・12・14区

大間々町 厚生会館10月３日画５・６・７・９区

ふるさと往来センター10月６日俄15・16・17区

大間々13区集会所10月９日牙８・13区

東公民館10月10日画東町（全域）

●開催期日・会場

市
で
不
用
に
な
っ
た
公
用
車
な
ど
を
入
札
に
よ

り
売
却
し
ま
す
。
購
入
希
望
者
は
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▼
売
却
物
品

①
日
野
レ
イ
ン
ボ
ー

東
庁
舎
公
用
バ
ス
と
し
て
使
用
し
て
い
た
も
の

（
平
成
２
年
６
月
初
度
登
録
）

②
ト
ヨ
タ
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
ト
ラ
ッ
ク

旧
東
村
み
か
げ
石
加
工
展
示
セ
ン
タ
ー
で
使
用

し
て
い
た
も
の
（
昭
和

年

月
製
造
）

61

12

▼
申
込
方
法

所
定
の
申
込
書
に
必
要
書
類
を
添

え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

煙
申
込
期
間

９
月
８
日
俄
～

月
８
日
我

10

煙
申
込
書
な
ど
の
配
布

申
込
期
間
中
、
入
札
申

込
書
と
入
札
説
明
書
を
配
布
し
ま
す
。

▼
参
加
資
格

群
馬
県
内
に
住
民
登
録
し
て
い
る

人
、
ま
た
は
群
馬
県
内
に
本
社
を
置
く
法
人

（
資
格
要
件
の
詳
細
は
、
入
札
説
明
書
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）
。

▼
入
札
日
時
・
場
所

煙
日
時

月

日
画

午
後
２
時
～

10

10

煙
場
所

笠
懸
庁
舎
第
２
会
議
室

▼
物
品
の
公
開

申
込
期
間
中
、
売
却
物
品
を
公
開
し
ま
す
の
で
、
物
品
を
よ
く

確
認
し
て
入
札
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
公
開
日
時
の
詳
細
は
入
札
説
明
書
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
書
配
付
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

財
政
課
管
財
係
（
笠
懸
庁
舎
）
緯

０
９
６
３

(76)

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
と

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
を
売
却
し
ま
す
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保育園児募集

特別保育受付指定日時
定員

（人）
保育園名 支援

センター
病後児障害児休日一時延長乳児受付時間指定日

●(※1)

午後１時30分

～４時30分

10月15日我120笠懸第一保育園
公立

●●(※２）10月16日牙170笠懸第二保育園

●●●●(※３）10月22日我150赤城保育園
公設

民営
●●●●●●(※３）10月23日牙90二葉保育園

●●●●(※３）10月24日画90大間々保育園

●●●●●●(※４）10月17日画150笠懸北保育園

私立

●●●●●(※５）10月20日俄150笠懸いずみ保育園

●●●●●●●(※４）10月21日峨110たけのこ保育園

●●●●(※３）10月27日俄150東保育園

●●●●●(※３）10月28日峨45ちえのみ保育園

土曜日平日
保育園名

延長通常延長通常

午前８時～正午午前８時30分
～11時30分

午前８時
～午後６時

午前８時30分

～午後４時

笠懸第一保育園

笠懸第二保育園

午前８時～午後５時30分

午前７時
～午後８時

笠懸いずみ保育園

午前８時～午後５時
午前８時30分
～午後０時30分

たけのこ保育園

午前７時～午後１時

午前８時30分
～正午

笠懸北保育園

午前７時30分
～午後１時

午前７時30分
～午後７時

赤城保育園

東保育園

二葉保育園

大間々保育園

午前７時30分
～午後５時

午前８時30分
～11時30分

午前７時30分
～午後８時

ちえのみ保育園

【管内各保育園の受付指定日時・特別保育】

【開所時間】

★
対
象
と
な
る
児
童

市
に
居
住
し
住
民
登
録
（
転
入
予
定
者
を
含

む
）
を
し
て
い
て
、
保
護
者
や
同
居
の
親
族
が

就
業
・
就
学
・
介
護
な
ど
何
ら
か
の
理
由
で
保

育
が
で
き
な
い
家
庭
の
児
童
。

※
「
友
達
を
作
り
た
い
、
集
団
生
活
を
身
に
つ

け
た
い
｣
な
ど
の
理
由
で
は
入
所
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

★
申
込
書
の
配
付
・
受
付

茨
申
込
書
の
配
付
は
、

月
１
日
我
か
ら
、
市

10

役
所
の
各
庁
舎
《
笠
懸
・
大
間
々
・
東
》
お

よ
び
各
保
育
園
で
行
い
ま
す
。

芋
申
込
書
の
受
付
は
、
入
所
を
希
望
す
る
保
育

園
で
指
定
日
時
《
下
表
参
照
》
に
行
い
ま

す
。

※
受
付
指
定
日
に
提
出
で
き
な
い
人
や
、
市
外

の
保
育
園
を
希
望
す
る
人
（
継
続
児
童
含
む
）

は
、
次
の
日
程
で
市
役
所
の
各
庁
舎
《
笠
懸
・

大
間
々
・
東
》
に
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

【
期
日
】

月

日
我
・

日
牙
・

日
画

10

29

30

31

【
時
間
】
①
午
前
９
時
～

時

分

11

30

②
午
後
１
時
～
５
時

※
市
内
の
在
園
児
で
引
き
続
き
継
続
を
希
望
す

る
人
は
在
園
し
て
い
る
保
育
園
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

★
そ
の
ほ
か

年
度
途
中
に
産
休
・
育
休
明
け
の
保
育
を
希

望
す
る
人
も
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
入
所
で
き
る
月
は
産
休
・
育
休
明
け
の
１

カ
月
前
か
ら
で
す
。

ま
た
、
空
き
待
ち
に
な
っ
て
い
る
人
も
、
も

う
一
度
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
平
成
21

年
度
の
入
所
は
新
た
に
審
査
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

平成21年度

（※１）乳児からではなく、１歳児からの預かりとなります（離乳食が完了し、普通食が食べられること）。

（※２）生後８カ月からの預かりとなります。

（※３）生後３カ月以上の預かりとなります。

（※４）産休明けからの預かりとなります。

（※５）生後６カ月以上の預かりとなります。

来年度の保育園の入園児を募集します。申し込みは、各保育園で受け付けます。

保保育園児募育園児募集集
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保育園մ内଎
所在地の詳細などは、各保育園、こど

も課子育て支援係（笠懸庁舎）、大間々民

生課福祉係（大間々庁舎）、東民生課福祉

係（東庁舎）へお問い合わせください。

大間々地区 東地区

笠懸地区

猿こども課子育て支援係（笠懸庁舎）緯(76)0995
猿大間々民生課福祉係（大間々庁舎）緯(76)1846
猿東民生課福祉係（東庁舎）緯(76)1847

問い合わせ先
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対
象
と
な
る
住
宅

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

煙
平
成

年
１
月
１
日
以
前
か
ら
所

20

在
す
る
住
宅
（
貸
家
住
宅
を
除

く
）
で
あ
る
こ
と
。

煙
窓
の
改
修
を
含
む
省
エ
ネ
改
修
工

事
が
平
成

年
４
月
１
日
か
ら
平

20

成

年
３
月

日
ま
で
の
間
に
行

22

31

わ
れ
る
こ
と
。

煙
省
エ
ネ
改
修
工
事
に
要
し
た
費
用

が

万
円
以
上
で
あ
る
こ
と
。

30

煙
省
エ
ネ
改
修
工
事
が
現
行
の
省
エ

ネ
基
準
に
新
た
に
適
合
す
る
こ
と

が
証
明
さ
れ
る
こ
と
。

減
額
さ
れ
る
税
額

改
修
し
た
住
宅
の
１
２
０
平
方

メ
ー
ト
ル
部
分
に
か
か
る
固
定
資

産
税
が
翌
年
度
に
限
り
、
３
分
の

１
減
額
さ
れ
ま
す
。

※
こ
の
特
例
は
、
新
築
住
宅
特
例
や

耐
震
改
修
特
例
を
受
け
る
年
度
に

併
せ
て
適
用
を
受
け
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

申
請
手
続
き

工
事
完
了
後
３
カ
月
以
内
に
市
役

所
へ
必
要
書
類
を
添
え
、
申
告
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
書
類
に
つ
い
て
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

住
宅
用
の
土
地
に
つ
い
て
は
、
特

例
に
よ
り
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

新
た
に
次
の
よ
う
な
変
更
が
あ
っ
た

人
は
、
住
宅
用
地
申
告
書
の
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

①
住
宅
を
新
築
し
た
場
合
（
家
屋
の

実
地
調
査
時
に
提
出
さ
れ
た
人
は

除
く
）

②
家
屋
の
全
部
ま
た
は
一
部
の
用
途

を
変
更
し
た
場
合
（
店
舗
を
住
宅

に
変
更
し
た
場
合
な
ど
）

◎
次
の
場
合
も
届
け
出
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

煙
住
宅
を
取
り
壊
し
た

煙
住
宅
以
外
の
用
途
に
変
更
し
た

煙
住
宅
の
庭
と
し
て
使
用
し
て
い
た

土
地
を
契
約
駐
車
場
へ
変
更
し
た

固
定
資
産
税
の
減
額
や
軽
減
措
置
に
つ
い
て

税
務
課
資
産
税
係

胸
省
エ
ネ
改
修
工
事
を
行
っ
た
家
は

胸
住
宅
用
地
に
は
固
定
資
産
税
の
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す

７
月
に
市
か
ら
国
民
健
康
保
険
税

の
納
税
通
知
書
を
お
送
り
し
た
８
，

４
８
９
世
帯
の
う
ち
、
１
，
２
８
９

世
帯
が
年
金
か
ら
の
天
引
き
（
特
別

徴
収
）
に
該
当
し
ま
し
た
。

ご
自
身
が
特
別
徴
収
に
該
当
し
て

い
る
か
、
お
送
り
し
た
納
税
通
知
書

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
確
認
方
法
は

次
の
と
お
り
で
す
。

該
当
す
る
人
…
年
金
か
ら
の
天
引
き

は

月
の
年
金
受
給
分
か
ら
始
ま

10
り
ま
す
。
該
当
す
る
人
は
、
納
税

通
知
書
（
下
図
参
照
）
の
①
に
税

額
が
記
載
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

該
当
し
な
い
人
…
②
に
税
額
が
記
載

さ
れ
て
い
る
人
は
、
従
来
ど
お
り

８
回
の
納
期
で
お
納
め
く
だ
さ
い
。

◎
年
度
途
中
に
普
通
徴
収
（
現
金
納

付
・
口
座
振
替
）
か
ら
特
別
徴
収

へ
の
切
り
替
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

年
金
か
ら
の
天
引
き
に
該
当
す
る

人
の
う
ち
、
次
の
要
件
を
満
た
し
て

い
る
人
は
、
申
し
出
に
よ
り
年
金
か

ら
の
天
引
き
か
ら
口
座
振
替
に
変
更

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

口
座
振
替
に
変
更
で
き
る
要
件

①
こ
れ
ま
で
国
民
健
康
保
険
税
を
滞

納
す
る
こ
と
な
く
納
め
て
い
る
人

②
今
後
の
国
民
健
康
保
険
税
を
口
座

振
替
に
よ
り
お
支
払
い
で
き
る
人

変
更
時
期

９
月

日
峨
ま
で
の
申
し
出
は

30

12

月
分
の
天
引
き
か
ら
変
更
し
ま
す

手
続
き
に
必
要
な
も
の

印
鑑

手
続
き
場
所

煙
税
務
課
（
笠
懸
庁
舎
）

煙
大
間
々
総
務
課
（
大
間
々
庁
舎
）

煙
東
総
務
課
（
東
庁
舎
）

国
民
健
康
保
険
税
の
納
め
方
に
つ
い
て

税
務
課
市
民
税
係

胸
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

胸
「
年
金
か
ら
の
天
引
き
」
か
ら
「
口
座
振
替
」
へ
の
変
更

納税通知書

固
定
資
産
税
が
減
額
さ
れ
ま
す
外

刈

侃

瓦

冠

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾

乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾

問い合わせ先 税務課（笠懸庁舎）緯(76)0964

税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら税務課からのお知らせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
～固定資産税・国民健康保険税～



(7) 広報みどり 呉30

今
年
４
月
か
ら
す
べ
て
の
年
金
受
給
者
に
、
ま
た
６
月

か
ら

月
ま
で
の
間
に
す
べ
て
の
現
役
年
金
加
入
者
に
、

10

そ
れ
ぞ
れ
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

年
金
記
録
の
も
れ
や
間
違
い
が
な
い
か
十
分
確
認
し
、
必

ず
同
封
の
回
答
書
を
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

特
に
３
月
ま
で
に
青
色
の
封
筒
で
「
ね
ん
き
ん
特
別

便
」
が
届
い
た
人
は
、
記
録
も
れ
の
可
能
性
が
高
い
の
で

必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
出
に
よ
り
年
金
記
録
が
訂
正
さ
れ
る
と
、
正
し
い

年
金
額
を
受
け
取
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
年
金
額
が
増

え
る
可
能
性
が
高
い
の
で
十
分
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
平
成
８
年
以
前
に
旧
姓
で
年
金
に
加
入
し
、
結
婚

な
ど
で
氏
名
が
変
更
に
な
っ
た
人
の
記
録
が
、
持
ち
主
不

明
の
記
録
の
中
に
多
数
存
在
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま

す
。
該
当
す
る
場
合
は
速
や
か
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

ご
家
族
な
ど
に
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
が
届
い
た
ら
、

過
去
の
職
歴
に
つ
い
て
、
一
緒
に
記
憶
を
た
ど
っ
て
み
る

な
ど
、
多
く
の
人
か
ら
回
答
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
ご
家
族
に
よ
り
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
が
届
く

時
期
は
異
な
り
ま
す
。

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
の
回
答
は
、
代
理
人
が
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
年
金
の
来
訪
相
談
も
、
本
人
の
委

任
状
が
あ
れ
ば
、
家
族
や
友
人
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
次

の
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
願
い
し
ま
す
。

ね
ん
き
ん
特
別
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

緯
０
５
７
０

５
５
５

(05)

受
付
時
間

月
～
金
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
８
時

第
２
土
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

０
３
（
６
７
０
０
）
１
１
４
４

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
（
農
業
、
自
営
業
、
学

生
な
ど
）
は
、
月
額
１
４
，
４
１
０
円
の
保
険
料
を
納
付

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

保
険
料
を
未
納
に
し
て
し
ま
う
と
、
年
金
や
、
万
が
一

の
事
故
な
ど
で
障
害
者
に
な
っ
た
と
き
の
障
害
年
金
な
ど

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
納
め
忘
れ
て

い
る
人
は
早
め
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
納
付
に
は
口
座
振
替
の
「
早
割
」
が
お
得
で

便
利
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
早
割
」
と
は
、
口
座
振
替
の
指
定
日
を
納
付
期
限
よ

り
１
カ
月
早
め
る
こ
と
で
、
保
険
料
が
月
額

円
割
引
に

50

な
る
制
度
で
す
。
ま
た
一
度
手
続
き
し
て
し
ま
え
ば
、
そ

の
後
は
毎
月
の
保
険
料
が
指
定
の
預
貯
金
口
座
か
ら
引
き

落
と
さ
れ
る
の
で
、
納
め
忘
れ
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

早
割
の
希
望
者
は
、
①
預
金
通
帳

②
通
帳
印

③
年

金
手
帳
、
年
金
保
険
料
納
付
書

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

煙
群
馬
社
会
保
険
事
務
局
桐
生
事
務
所
国
民
年
金
課

緯

２
３
１
２

(44)

煙
市
民
課
国
保
年
金
係
（
笠
懸
庁
舎
）
緯

０
９
７
２

(76)

国国国国国国国国国国国
民民民民民民民民民民
年年年年年年年年年年
金金金金金金金金金金
のののののののののの
おおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知
らららららららららら

民
年
金
の
お
知
ら
せせせせせせせせせせせ

『
ね
ん
き
ん
特
別
便
』

～
す
べ
て
の
年
金
受
給
者
・
加
入
者
の
人
へ
～

～
口
座
振
替
の
「
早
割
」
が
お
得
で
便
利
～

保
険
料
は
忘
れ
ず
納
め
ま
し
ょ
う

年
金
記
録
の
確
認
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

★10月１日から保険証が新しくなります

現在使用されている国民健康保険証の有効期間は、９

月30日峨までです。

９月末日までに新しい保険

証を郵送しますので、10月１

日以降に医療機関で受診され

る際には、必ず新しい保険証

で受診してください。

保険証は、国保に加入していることを証明するもので

す。紛失などしないよう大切に取り扱いましょう。

新しい保険証が届きましたら、古い保険証は市役所担

当係へお返しください。

▼返却先 煙市民課国保年金係（笠懸庁舎）

煙大間々民生課福祉係（大間々庁舎）

煙東民生課福祉係（東庁舎）

★国保の加入・喪失の手続きはお早めに

会社などを辞めて社会保険などの資格を失ったとき

は、必ず国保に加入しなければなりません。また、国保

に加入している人が会社などに勤めて社会保険などへ加

入した場合は、国保の資格を喪失させる手続きが必要で

す。

加入・喪失・そのほかの変更の手続きは、異動が生じ

た日から14日以内に行ってください。

★保険税は必ず納めてください

国保に加入している人が保険税をきちんと納めません

と、保険事業の仕組みが成り立たなくなり、国保の運営

ができなくなります。また、病気やけがをした際に、治

療で掛かった医療費を全額支払うことになり、ご本人に

とっても大きな負担となります。いざというときのため

にも、保険税はきちんと納めましょう。

●● 国民健康保険のお知らせ●●

《問い合わせ先》市民課国保年金係（笠懸庁舎）緯(76)0972
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笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠懸懸懸懸懸懸懸懸懸懸懸懸懸懸懸懸懸懸懸懸懸懸懸懸懸懸懸懸懸懸西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線笠懸西部幹線ののののののののののののののののののののののののののののののの都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定都市計画決定ににににににににににににににににににににににににににににににに

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会のののののののののののののののののののののののののののののの開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催ににににににににににににににににににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい公聴会の開催についててててててててててててててててててててててててててててててて

群馬県では、北関東自動車道太田藪塚ＩＣへのアク

セス道路として都市計画道路（笠懸西部幹線・藪塚西

部幹線）を計画しています。この道路は、太田藪塚Ｉ

Ｃとみどり市笠懸町地域を南北に結び、私たちの日常

生活や地域経済を支え、市の骨格となるとても重要な

道路です。

平成17年にも住民の皆さんの意見をお聞きするため

の公聴会を開催しましたが、昨今の社会情勢の変化な

どに対応するため、前回のルート案を基本に計画幅員

の見直しなどを行いましたので、改めて公聴会を開催

します。

今回、県道桐生伊勢崎線から前橋笠懸道路（国道50

号バイパス）までの間について都市計画決定する予定

です。公聴会はこの都市計画の案を作成する過程にお

いて、住民の意見を反映させるための制度で、あらか

じめ一定の期間に都市計画原案の閲覧を行い、書面で

提出された意見を公開の場(公聴会)で陳述してもらい

ます。

つきましては、この原案について意見のある人は、

次のとおり公述の申し出をお願いします。

恭閲覧

【期間】９月24日我～10月８日我

（土・日曜日、祝日を除く）

午前８時30分～午後５時15分

【場所】県庁22階都市計画課、桐生土木事務所、

市役所総務課（笠懸庁舎）および都市計画課

（大間々庁舎）

恭公聴会

【日時】10月21日峨 午後７時～

【会場】市役所笠懸庁舎 ２階 第２会議室

○公述の申出

公聴会で意見を述べたい人は、住所、氏名、年齢、

職業、意見の要旨（400字以内）を記載した知事あ

て書面を、10月８日我（必着）までに提出してくだ

さい。

※申出書の様式を閲覧場所にも用意しますが、特に様

式は問いません。

【提出先】

衣371崖8570 前橋市大手町１崖１崖１

群馬県県土整備部 都市計画課都市計画係

○公述人の選定

公聴会では、公述の希望者で同じ趣旨の意見が多数

ある場合などは、人員を制限することがあります。

この場合は知事が公述人を選定します。なお、公述

時間は10分以内とします。

○公聴会の傍聴

公聴会を傍聴したい人は、公聴会当日直接会場へお

越しください。入場は先着順で満員の時は入場がで

きなくなる場合があります。

○公聴会の中止

公述の申し出がない場合、公聴会は中止になりま

す。開催の有無についてはお問い合わせください。

問い合わせ先

煙群馬県都市計画課都市計画係 緯027(226)3654

煙桐生土木事務所工務第二係 緯(53)0121

煙市役所都市計画課（大間々庁舎）緯(76)1903

案内図
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大大大大大大大大大大間間間間間間間間間間々々々々々々々々々々地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸術術術術術術術術術術文文文文文文文文文文化化化化化化化化化化祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭をををををををををを開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催ししししししししししまままままままままま大間々地域芸術文化祭を開催しますすすすすすすすすすす
◎応募資格 大間々地域に在住・在勤の人および大間々地域文化協会会員

◎問い合わせ先 大間々公民館（大間々庁舎・教育委員会社会教育課内） 緯(76)9846

恭
囲
碁
大
会

【
日
時
】

月
５
日
蚊
午
前
９
時
～

10

【
会
場
】
厚
生
会
館

【
申
込
方
法
】
電
話
か
は
が
き
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
参
加
費
】
５
０
０
円
※
当
日
徴
収

【
申
し
込
み
先
】
山
田
武
嘉
宅

（
衣
３
７
６
倆
０
１
０
２

み
ど

り
市
大
間
々
町
桐
原
１
８
９
倆
５

緯

４
１
５
４
）

(72)

恭
お
茶
会

【
日
時
】

月
５
日
蚊
午
前

時
～

10

10

【
会
場
】
厚
生
会
館

【
申
込
方
法
ほ
か
】
当
日
受
付

月
４
日
臥
か
ら
生
け
花
も
展
示

10
恭
短
歌
発
表
会

【
日
時
】

月
５
日
蚊
午
後
１
時
～

10

【
会
場
】
厚
生
会
館

【
申
込
方
法
】
９
月
末
日
ま
で
に
は

が
き
で
未
発
表
の
作
品
一
首
を
送

付
し
て
く
だ
さ
い
。

【
参
加
費
】
３
０
０
円
※
当
日
徴
収

【
申
し
込
み
先
】
萩
原
康
次
郎
宅

（
衣
３
７
６
倆
０
１
０
１

み
ど

り
市
大
間
々
町
大
間
々
９
２
５
）

恭
文
芸
講
座

『
越
後
の
良
寛
さ
ん
と

上
州
新
田
郷
』

講
師

櫻
井
浩
治
氏

（
医
学
博
士
・
精
神
科
医
）

【
日
時
】

月

日
臥
午
後
２
時
～

10

11

【
会
場
】
大
間
々
図
書
館

※
受
講
申
込
な
ど
詳
し
く
は

ペ
ー

18

ジ
の
図
書
館
の
記
事
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

恭
芸
能
発
表
会
（
観
覧
の
み
）

【
日
時
】

月

日
蚊

10

19

午
前
８
時

分
～
（
予
定
）

30

【
会
場
】
な
が
め
余
興
場

恭
将
棋
大
会

【
日
時
】

月

日
蚊
午
前

時
～

10

26

10

【
会
場
】
厚
生
会
館

【
申
込
方
法
】
当
日
受
付

【
参
加
費
】
５
０
０
円
※
当
日
徴
収

恭
パ
ソ
コ
ン
体
験

【
日
時
】

月

日
蚊
午
後
１
時
～

10

26

【
会
場
】
大
間
々
図
書
館

【
申
込
方
法
】

月
１
日
我
か
ら
電

10

話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
先
】
長
谷
川
好
男
宅

緯

１
４
３
６

(72)

恭
美
術
展
（
観
覧
の
み
）

【
日
時
】

月

日
牙
～

日
蚊

10

23

26

午
前

時
～
午
後
６
時

10

（
最
終
日

午
後
５
時
ま
で
）

【
会
場
】
教
育
研
究
所

胸第１回 10月４日(土)

『昆虫から見た環境の変化（生物と環境の関係） 地球温

暖化によって昆虫・動物の生態がかわってきている』

▼講師 ぐんま昆虫の森園長 矢島稔氏

胸第２回 11月８日(土)

『電気とエコロジー』

煙エコロジーの取り組みについて

煙地球温暖化とＣＯ２について

煙みんなでできることは何か

▼講師 関東電気保安協会東毛事業所課長 近藤一郎氏

胸第３回 11月22日(土)

学んだことの実践『エネルギーについて』

煙限りある資源を有効活用するには

煙植物性廃食用油のリサイクルについて

▼講師 グリーンクリーンきりゅう 代表 彦部和子氏

【各回共通項目】

▼時間 午後７時～

▼会場 笠懸公民館 ２階 視聴覚室

▼主催 笠懸公民館・みどり市市民講座運営委員会

▼問い合わせ先 笠懸公民館 緯(76)2211

興平成20年度みどり市市民講座 興
テーマ 環境問題 ～暮らしの中で私たちに何ができるの～

どうしてこの制度が始まったのか？

どのくらいの出席回数が必要か？

選任されたときの心構えは？

▼講師 前橋地方検察庁

▼日時 12月６日臥 午後１時30分～

▼会場 笠懸公民館 １階 交流ホール

≪公開講演≫

テーマ 裁判員制度について
～選任されたらどうしますか～
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■
介
護
講
習
（
訪
問
介
護
員
養
成
２
級
課

程
）
受
講
生
の
募
集

介
護
を
必
要
と
し
て
い
る
人
や
障
害
者
の

介
護
を
す
る
た
め
に
必
要
な
基
本
的
知
識
と

技
術
を
習
得
し
ま
す

▼
日
程

月
１
日
我
～
平
成

年
１
月

10

21

16

日
画
（
全

日
）

23

▼
時
間

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
場
所

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
本
所

（
大
間
々
町
桐
原
１
０
３
２
倆
１
）

▼
受
講
料

無
料

▼
対
象
者

市
内
お
よ
び
市
周
辺
在
住
の
55

歳
以
上
の
人
で
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
級
）
業
務
へ
の
従
事
を
希
望
す
る
人

▼
募
集
人
数

人
25

（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
申
込
期
間

９
月
８
日
俄
～

日
我

17

午
後
３
時
ま
で

▼
申
込
方
法

①
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
は
本
人

に
限
り
ま
す
。

②
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
に
よ
る
申
し
込
み
は
受

け
付
け
ま
せ
ん
。

②
申
込
書
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
本

所
・
笠
懸
支
所
・
東
支
所
、
市
役
所
笠

懸
・
大
間
々
・
東
の
各
庁
舎
に
あ
り
ま

す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
本
所

緯

１
９
０
５

(72)

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

介
護
講
習
の
お
知
ら
せ

ひとり親家庭などの集い参加者の募集

素敵な出会いを求めて…

夢の国 東京ディズニーランドへ鎧

▼期日 10月19日蚊

▼時間・場所（集合出発）

《東地区》午前７時・市役所東庁舎前

《大間々地区》午前７時20分・市役所大間々庁舎円形駐車場

《笠懸地区》午前７時30分・岩宿博物館第１駐車場

▼実施場所 東京ディズニーランド（千葉県浦安市）

▼対象 市内在住のひとり親家庭など（中学生までの子ど

もとその保護者）

▼募集人数 34人（先着順）

▼参加費 子ども500円、大人1,000円（当日徴収）

▼申込期間 ９月16日峨～30日峨

▼申し込み・問い合わせ先 本所（笠懸）緯(76)4111

▼期日《大間々・東地区》11月10日俄～12日我

《笠懸地区》11月12日我～14日画

▼宿泊地 福島県会津東山温泉東山グランドホテル

※２日目のオプショナルツアーは別途料金

（3,000円）で漆器工房鈴武、鶴ヶ城、会津ころ

り三観音巡り、蔵の街「喜多方」散策

▼対象 市内在住で60歳以上の健康な人

▼参加費 19,000円

▼募集期限 10月17日画

▼申込方法 地区老人会役員または社会福祉協議会

へ参加費を添えてお申し込みください。

▼問い合わせ先 ○本所（笠懸）緯(76)4111

○大間々支所緯(72)4054

○東支所緯(97)2828

敬老旅行参加者の募集

歳
以
上
の
会
場
ま
で
来
ら
れ
る
人
が
対
象
で

65
す
。

恭
笠
懸
地
区
《
元
気
サ
ロ
ン
》

▼
開
催
日

煙
３
区
（
わ
か
ば
サ
ロ
ン
）

月
１
日
我

10

煙
７
区
（
バ
ン
ビ
サ
ロ
ン
）

月
７
日
峨

10

煙
４
区
（
竹
の
子
サ
ロ
ン
）

月
８
日
我

10

煙
１
区
（
つ
く
し
サ
ロ
ン
）

月

日
画

10

10

煙
５
区
（
か
た
く
り
サ
ロ
ン
）

月

日
牙

10

23

煙
２
区
（
赤
城
サ
ロ
ン
）

月

日
画

10

24

▼
場
所

各
行
政
区
公
民
館

▼
時
間

午
前

時
～

時

分

10

11

30

（
受
付

午
前
９
時

分
～
）

30

▼
参
加
費

１
０
０
円
（
事
前
申
込
は
不
要
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

本
所
（
笠
懸
）
緯

４
１
１
１

(76)

恭
大
間
々
地
区
《
い
き
い
き
教
室
》

▼
開
催
場
所
・
期
日

煙
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

月
３
日
画
・

日
画

10

17

煙
福
岡
地
区
中
央
公
民
館

月

日
画

10

10

煙
塩
原
公
民
館

月

日
画

10

24

▼
時
間

午
前

時
～

時

分

10

11

30

▼
参
加
費

内
容
に
よ
り
実
費
徴
収

（
事
前
申
込
は
不
要
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

大
間
々
支
所
緯

４
０
５
４

(72)

恭
東
地
区
《
遊
ビ
リ
サ
ロ
ン
》

▼
開
催
日

煙
花
輪
３
区

月
９
日
牙

10

煙
花
輪
１
区

月

日
牙
煙
小
夜
戸

月

日
俄

10

16

10

20

煙
沢
入

月

日
我

煙
荻
原

月

日
俄

10

22

10

27

▼
時
間

午
後
１
時

分
～
３
時

30

▼
場
所

各
集
会
所
ま
た
は
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
費

１
５
０
円
（
事
前
申
込
が
必
要
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

東
支
所
緯

２
８
２
８

(97)

月
の
介
護
予
防
教
室

10

社会福祉協議会からのお知らせ

各種事業への参加者を募集しています
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毎年６月に開催される「まちづくり月間運動」の一環

として、「第26回まちづくり標語懸賞」の募集が行われ

ており、市も積極的に後援しているところです。市民の

皆さんの積極的な応募をお願いします。

課題 『地球にやさしいまちづくり』

近年、地球温暖化対策などの地球環境問題に対する

国民の関心が非常に高まっています。京都議定書の温

室効果ガスの６％削減目標達成に向け、まちづくりの

分野でも地球環境問題への対応が求められています。

例として、エネルギーの有効利用やヒートアイラン

ド対策などによる都市のエネルギー環境の改善や、住

宅・建築物・インフラの長寿命化、都市機能の集約な

どを通じて歩いて暮らせる環境負荷の小さいまちづく

りを実現することなどが挙げられます。

このため、地球環境に対応した低炭素型の都市・地

域づくりを促進するため、今回は「地球にやさしいま

ちづくり」をテーマに標語を募集します。

▼主催

まちづくり月間実行委員会

▼応募上の注意

①はがきによる応募に限ります。１人何点でも応募でき

ますが、はがき１枚につき作品は１点限りとします。

児童・生徒の部については、学校で同形状の用紙を使

用し、まとめて応募することも可とします。

②住所・電話番号・氏名・年齢・性別・職業（または学

校名・学年）・応募部門（一般の部または児童・生徒

の部）を必ず明記してください。

③応募作品の著作権は応募者に帰属しますが、主催者は

受賞作品を次年度以降の「まちづくり月間」のポス

ターなどに自由に活用できるものとします。

▼賞

《特選》国土交通大臣賞（賞状と副賞）

一般の部、児童・生徒の部（中学生以下）…各１点

▼応募締切

12月31日我（当日消印有効）

▼送り先

衣102崖0094 東京都千代田区紀尾井町3崖32

苛都市計画協会内

まちづくり月間実行委員会標語募集係

▼発表 平成21年５月に受賞者に直接通知します。

▼問い合わせ先

煙まちづくり月間実行委員会 緯03(3262)3491

煙群馬県都市計画課 緯027(226)3661

煙みどり市都市計画課（大間々庁舎）緯(76)1903

今回のテーマは『地球にやさしいまちづくり』

～安心の 相談ダイヤル ＃９１１０～

警察相談電話の「全国統一短縮ダイヤル」♯９１１０

（シャープきゅういちいちまる）にちなみ、毎年９月11

日を「警察相談の日」と定めています。

群馬県警察では、県民に親しまれ信頼される警察を目

指して「全職員が相談員」として相談を受け付けていま

すので、警察に関係する困りごと、心配ごとなどがあり

ましたら、一人で悩まず警察安全相談室または最寄りの

警察署・交番・駐在所に相談してください。

◆警察安全相談室

警察本部の総合相談窓口として、前橋の警察本部庁舎

１階に「警察安全相談室」を設けています。24時間受け

付けていますので、お気軽にご相談ください。

相談者のプライバシーは守ります。匿名でも結構で

す。ご希望であれば女性係員が相談に応じています。

○短縮ダイヤル緯「♯９１１０」

（プッシュホン回線から）

○または緯027(224)8080
ツーホーハレバレ

○胃027(224)8888

◆群馬県警察ホームページ

http://www.police.pref.gunma.jp/

◆そのほかの専門的な相談窓口

「犯罪被害者相談」 緯027(221)7777

「性犯罪に関する相談」緯027(224)4356

「少年問題の相談」 緯027(254)3741

「暴力団に関する相談」緯027(223)9386

「けん銃１１０番」 緯027(243)1074

「環境犯罪１１０番」 緯027(243)3824

◆そのほかの機関・団体などの相談窓口

○警察以外の行政的な相談

「県民電話相談」 緯027(226)2266

○子どもに関するあらゆる相談（24時間対応）

「こどもホットライン24」 緯0120(783)884

○消費生活に関する相談

「群馬県消費生活センター」緯027(223)3001

○交通事故の損害賠償・示談などに関する相談

「群馬県交通事故相談所」 緯027(243)2511

○夫・恋人などの男性からの暴力などに関する相談

「群馬県女性相談センター」緯027(231)4488

「被害者支援センター すてっぷぐんま」

緯027(243)9991

９月11日は「警察相談の日」です

『第26回まちづくり標語懸賞』の募集知ってますか？ 警察相談＃9110
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人の動き（前月比）

総 数

世帯数

男

女

53,148人

26,221人

26,927人

18,733戸

［７月末日現在］

(+18)

(+7)

(+11)

(+23)

こ
の
調
査
は
、
住
宅
・
土
地
に
関

す
る
最
も
基
本
的
な
調
査
で
す
。

５
年
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
て
、
今

回
の
調
査
は

回
目
に
当
た
り
ま

13

す
。
全
国
で
約
３
５
０
万
世
帯
を
対

象
と
す
る
最
も
規
模
の
大
き
い
標
本

調
査
で
す
。

調
査
結
果
は
、
国
や
都
道
府
県
・

市
区
町
村
が
住
生
活
基
本
計
画
や
ま

ち
づ
く
り
施
策
な
ど
を
立
案
す
る
た

め
の
重
要
な
資
料
と
し
て
利
用
さ

れ
、
私
た
ち
の
住
生
活
の
向
上
に
大

切
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

▼
調
査
方
法

全
国
の
調
査
区
の
中
か
ら
約
５
分

の
１
の
調
査
区
を
選
び
、
そ
の
地

域
内
の
世
帯
を
対
象
に
行
わ
れ
ま

す
。
知
事
が
任
命
し
た
調
査
員

が
、
調
査
票
を
持
っ
て
お
伺
い
し

ま
す
の
で
、
調
査
票
へ
の
記
入
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
調
査
票
は
調
査
員
が
後
日
受
け
取

り
に
伺
い
ま
す
の
で
、
外
出
が
ち

の
方
は
ご
在
宅
日
を
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

▼
調
査
時
期

９
月
下
旬
か
ら

▼
そ
の
ほ
か

◎
調
査
の
対
象
と
な
る
人
に
は
、
統

計
法
に
よ
り
調
査
へ
の
申
告
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
調
査
し
た
内
容
は
、
統
計
を
作
る

た
め
の
み
に
使
用
す
る
も
の
で
、

そ
の
ほ
か
の
目
的
に
使
用
す
る
こ

と
は
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

安
心
し
て
あ
り
の
ま
ま
を
ご
記
入

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

企
画
課
情
報
管
理
係

（
笠
懸
庁
舎
）
緯

０
９
６
２

(76)

平
成

年

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す

20
月
１
日
、
全
国
で

10
市
で
は
、
平
成

年
度
ま
で
に
段

22

階
的
に
紙
入
札
か
ら
電
子
入
札
へ
の

移
行
を
計
画
し
て
い
て
、
今
年
度
に

は
建
設
工
事
の
模
擬
入
札
や
Ａ
ク
ラ

ス
で
の
試
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
電
子
入
札
実
施
に
先
立

ち
、
次
の
と
お
り
電
子
入
札
シ
ス
テ

ム
の
利
用
方
法
に
つ
い
て
、
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

併
せ
て
総
合
評
価
落
札
方
式
に
つ

い
て
の
説
明
会
も
実
施
し
ま
す
。

▼
期
日

月
９
日
牙

10

▼
時
間

午
後
１
時
開
場
、

午
後
１
時

分
開
始

30

▼
会
場

笠
懸
野
文
化
ホ
ー
ル
（
笠

懸
町
阿
左
美
１
５
９
７
倆
１
）

▼
対
象

市
内
に
本
店
ま
た
は
営
業

所
が
あ
り
、
入
札
参
加
資
格
申
請

済
み
の
工
事
業
者
（
１
事
業
所
あ

た
り
何
人
で
も
出
席
可
）

▼
内
容

《
電
子
入
札
》
電
子
入
札
参
加
の
た

め
の
必
要
な
準
備
、
利
用
者
登

録
、
電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
と
情
報

公
開
シ
ス
テ
ム
の
操
作
方
法

◎
説
明
会
の
資
料
は
、
ぐ
ん
ま
電
子

入
札
共
同
シ
ス
テ
ム
の
ホ
ー
ム

h
t
t
p
s
:
/
/
p
o
r
t
a
l

ペ
ー
ジ
（

.

g
-
e
b
i
d
.
e
-
g
u
n
m
a
.
l
g
.
j
p
/

）
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の

で
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
て
当
日

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

《
総
合
評
価
落
札
方
式
》
総
合
評
価

落
札
方
式
と
は

ほ
か

◎
説
明
会
の
資
料
は
、
市
の
ホ
ー
ム

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y

ペ
ー
ジ
（

.

m
i
d
o
r
i
.
g
u
n
m
a
.
j
p
/

）
の
「
入

札
・
発
注
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
の
で
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ

ト
し
て
当
日
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
方
法

特
に
申
し
込
み
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

財
政
課
管
財
係

（
笠
懸
庁
舎
）
緯

０
９
６
３

(76)

ぐ
ん
ま
電
子
入
札
共
同
シ
ス
テ
ム
説
明
会
と
総
合
評
価
落
札
方
式
説
明
会
に
つ
い
て

市
内
の
工
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ



(13) 広報みどり 呉30

～
障
害
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず

誰
も
が
明
る
い
未
来
と
幸
せ
を
～

知
的
障
害
者
へ
の
理
解
を
深
め
、

教
育
の
推
進
と
福
祉
の
向
上
、
充
実

を
図
り
、
思
い
や
り
を
も
っ
て
と
も

に
歩
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

▼
知
的
障
害
の
あ
る
人
へ
の
マ
ナ
ー

煙
障
害
が
あ
る
か
ら
で
き
な
い
と
決

め
つ
け
ず
に
、
で
き
る
こ
と
を
一

緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

煙
分
か
り
や
す
い
言
葉
で
ゆ
っ
く
り

話
し
て
く
だ
さ
い
。

煙
待
つ
こ
と
が
苦
手
な
人
が
い
る
こ

と
を
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

（
笠
懸
庁
舎
）
緯

０
９
７
５

(76)

ご
自
宅
の
樹
木
の
枝
や
葉
が
道
路

上
に
飛
び
出
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

枝
や
葉
が
道
路
上
に
大
き
く
飛
び

出
し
て
い
る
と
、
歩
道
が
通
れ
な

か
っ
た
り
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
見
え

な
か
っ
た
り
、
街
路
灯
の
照
明
が
さ

え
ぎ
ら
れ
た
り
な
ど
し
て
、
道
路
を

安
全
に
通
行
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
場
合
、
市
が
勝
手
に
切
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
で
、
所
有
者
に
樹

木
の
枝
切
り
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

各
家
庭
な
ど
で
も
、
庭
木
の
枝
切

り
を
定
期
的
に
行
う
こ
と
で
、
庭
か

ら
は
み
出
す
こ
と
も
な
く
、
道
路
が

安
全
・
快
適
に
通
行
で
き
る
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課
管
理
係

（
大
間
々
庁
舎
）
緯

１
９
０
４

(76)

９
月
は
知
的
障
害
者
福
祉
月
間
で
す

樹
木
の
枝
切
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

水
道
メ
ー
タ
ー

は
、
計
量
法
で
使

用
期
間
が
定
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
市
の
水
道
局

で
は
、
使
用
期
限

を
迎
え
る
前
に
取

り
替
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。

取
り
替
え
作
業
は
、
水
道
局
が
委

託
す
る
水
道
工
事
店
が
行
い
ま
す
。

該
当
す
る
お
宅
や
工
場
、
会
社
な

ど
に
は
、
事
前
に
市
か
ら
作
業
通
知

は
が
き
を
送
付
し
ま
す
。

取
り
替
え
費
用
は
無
料
で
す
。

▼
期
間

月
１
日
我
～

日
我

10

15

▼
対
象
地
区

【
笠
懸
町
】
主
に
北
山
・
下
原
・
上

原
・
竹
沢
・
岩
宿
地
区

【
大
間
々
町
】
主
に
１
丁
目
～
７
丁

目
の
本
町
通
り
東
側
地
区
お
よ
び

高
津
戸
・
銅
山
道
・
桐
原
宿
・
早

川
山
際
・
間
坂
・
原
・
浅
原
地
区

▼
該
当
す
る
メ
ー
タ
ー

倆
○
○
○
、
１
Ｗ
倆
○
○
○
、

13
倆
○
○
○
、
１
Ｒ
倆
○
○
○
の

01番
号
が
付
さ
れ
た
メ
ー
タ
ー

▼
問
い
合
わ
せ
先

水
道
局
総
務
課

（
水
道
庁
舎
）
緯

９
９
１
６

(76)

次
の
日
程
で
献
血
を
行
い
ま
す
の

で
、
多
く
の
人
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
日
時

９
月

日
峨

30

午
前
９
時

分
～
正
午
、

30

午
後
１
時
～
４
時

▼
場
所

大
間
々
保
健
セ
ン
タ
ー

◎
成
分
献
血
は
行
わ
ず
、
２
０
０
ミ

リ
リ
ッ
ト
ル
献
血
と
４
０
０
ミ
リ

リ
ッ
ト
ル
献
血
の
み
で
す
。

▼
主
催

群
馬
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

▼
協
力

大
間
々
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

▼
問
い
合
わ
せ
先

煙
社
会
福
祉
課
地
域
福
祉
係

（
笠
懸
庁
舎
）
緯

０
９
７
５

(76)

煙
大
間
々
民
生
課
福
祉
係

（
大
間
々
庁
舎
）
緯

１
８
４
６

(76)

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

～
現
在
、
血
液
が
不
足
し
て
い
ま
す
～

水
道
メ
ー
タ
ー
を
取
り
替
え
ま
す

笠
懸
・
大
間
々
で

次の方々から寄附がありました。
ありがとうございました。

煙林与一＆赤城ロマンド
チャリティーゴルフコンペ…82,585円
煙笠懸ライオネスクラブ
…図書館用児童図書14冊
煙カリ・ストールコップさん
…図書室用図書38冊

あたたかい心
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問い合わせ先生活環境課（笠懸庁舎）緯(76)0985

狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずず狂犬病の予防注射を忘れずにににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに

会場時間実施日地区

笠懸２区公民館午後１時15分～１時30分

10月７日(火)

笠

懸

町

笠懸６区公民館午後１時45分～２時

笠懸10区公民館午後２時15分～２時30分

市役所笠懸庁舎西側午後２時45分～３時

大間々13区集会所午後１時15分～１時30分

10月８日(水)

大

間

々

町

大間々８区公民館午後１時45分～２時

福岡中央公民館午後２時15分～２時30分

塩原公民館午後２時45分～３時

市役所大間々庁舎午後３時15分～３時30分

市役所東庁舎午後１時15分～１時30分

10月９日(木)
東

町
神戸生活改善センター午後１時45分～２時

沢入駅前午後２時15分～２時30分

市
内
の
指
定
店
で
紙
お
む
つ
を
購

入
で
き
る
給
付
券
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
と
思
わ
れ
る
人
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

▼
対
象
者

歳
以
上
の
寝
た
き
り

65

お
よ
び
認
知
症
高
齢
者
（
要
介
護

認
定
に
お
い
て
要
介
護
２
以
上
の

認
定
を
受
け
て
い
る
人
）
で
失
禁

状
態
に
あ
り
、
在
宅
で
６
カ
月
以

上
（
平
成

年
４
月
１
日
以
前
か

20

ら
）
、
常
時
紙
お
む
つ
を
使
用
し

て
い
る
人

▼
給
付
券

半
期
に
一
度
、
２
千
円

の
紙
お
む
つ
購
入
券
を
５
枚
交
付

し
ま
す

▼
申
込
期
限

９
月

日
峨

30

▼
申
請
方
法

地
域
の
民
生
委
員
さ

ん
ま
た
は
各
庁
舎
の
問
い
合
わ
せ

先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ
先

煙
介
護
高
齢
課
高
齢
福
祉
係

（
笠
懸
庁
舎
）
緯

０
９
７
４

(76)

煙
大
間
々
民
生
課
福
祉
係

（
大
間
々
庁
舎
）
緯

１
８
４
６

(76)

煙
東
民
生
課
福
祉
係

（
東
庁
舎
）
緯

１
８
４
７

(76)

紙
お
む
つ
給
付
事
業
の
お
知
ら
せ

寝
た
き
り
や
認
知
症
な
ど
の
高
齢
者
へ

★対象 生後91日以上の犬（室内で飼う犬なども含む）

★料金 登録済みの犬…3,300円（注射料金のみ）

新規登録の犬（新たに飼われた犬）…6,300円（登録3,000円･注射3,300円）

◎おつりのないようにお願いします。

◎犬の登録は１匹につき１回限りです。

◎犬の首輪が抜けないようにもう一度点検して、必ず犬を押さえられる人が連れてきてください。

◎狂犬病予防注射を理由なく受けさせない場合は、法により処罰されることがあります。

◎都合により注射を受けられない場合は、最寄りの動物病院で接種してください。

ただし、費用は料金のほかに事務手数料が加算されます。

狂犬病は、人や動物が感染

し発症してしまうと、ほぼ

100％の確立で死に至る最も

恐ろしい感染症の一つです。

人と犬の命を守るために、

狂犬病の予防注射は年に一

度、受けることが義務づけら

れています。

人と犬の命を守るために

必ず受けさせてください

★平成20年度狂犬病集合注射（追加）日程表

刈

侃

瓦

冠

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾

乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾

ご協力いただきました人たちに、深く

感謝申し上げます。

日本赤十字社みどり市地区

６月～７月にお寄せいただきました募金

の合計金額は次のとおりです。

７,１７６,８００円

◆募金の使い道

日本赤十字社は、国内災害救護、国際

救援・開発協力事業や社会福祉事業など

各分野にわたって活動しています。

こうした活動に必要な資金は、皆さん

から寄せられる募金によってまかなわれ

ています。

平成20年度日本赤十字社募金に

ご協力ありがとうございました
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《
中
級
コ
ー
ス
》

月

日
我
、

月
５
日
我
、

10

29

11

月

日
峨
（
全
３
回
）

11

11

▼
時
間

午
後
１
時
～
４
時

分
30

（
全
日
程
共
通
）

▼
会
場

東
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象

市
内
在
住
で
介
護
予
防
に

関
心
の
あ
る
人

※
中
級
コ
ー
ス
の
参
加
対
象
者
は
、

初
級
コ
ー
ス
修
了
者
の
み
と
し
、

受
講
者
に
つ
い
て
は
初
級
コ
ー
ス

の
受
講
時
に
確
認
し
ま
す
。

▼
内
容

介
護
予
防
の
必
要
性
と
方

法
、
運
動
や
口
腔
ケ
ア
・
栄
養
改

善
の
方
法
、
認
知
症
の
予
防
、
介

護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
の
役
割
と
地

域
づ
く
り

▼
受
講
料

無
料

▼
初
級
コ
ー
ス
申
込
期
限

月
７
日
峨

10
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

介
護
高
齢
課

地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
笠
懸
庁
舎
）

緯

１
８
４
５

(76)

高
齢
者
が
い
き
い
き
と
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
を
つ
く
る
た
め
に

は
、
高
齢
者
自
ら
が
元
気
に
な
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

市
で
は
、
供
介
護
予
防
僑
を
知
り

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
し
て

く
れ
る
若
い
人
か
ら
元
気
な
高
齢
者

と
し
て
地
域
を
支
え
て
い
た
だ
け
る

人
ま
で
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

養
成
す
る
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

▼
開
講
日

《
初
級
コ
ー
ス
》

月

日
峨

10

14

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
講
し
ま
す

棟・階（戸数）間取り家賃(一般世帯）団地名

Ａ棟２階（１）

３階（１）
３ＤＫ

Ａ棟12,100円

～20，100円神梅第２団地

（大間々）
Ｂ棟４階（１）

Ｂ棟12,100円

～20,100円

１階（１）※３ＬＤＫ41,000円高街道団地（東）

（１）３Ｋ
8,000円

～13,200円
下小池団地（東）

市営住宅入居者の募集 ●申し込み・問い合わせ先 建設課住宅係（大間々庁舎）緯(76)1904

各募集団地とも指定がある場合を除き、申込締切

りは毎週金曜日とし、申込者多数の場合は抽選とさ

せていただきます。なお、入居日に関しては指定が

ない場合は、随時相談とさせていただきます。

※高街道団地は、特定公共賃貸住宅の基準により認

定月額が200,000円以上の世帯が対象となります。

認定月額については、ホームページをご覧になる

か担当課までお問い合わせください。

国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く

土
地
売
買
な
ど
の
届
出

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を

行
っ
た
場
合
に
は
、
買
主
は
市
町
村

を
経
由
し
て
県
知
事
あ
て
に
届
出
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ

ず
に
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
届
出
が
必
要
な
面
積

《
笠
懸
町
・
大
間
々
町
》

５
，
０
０
０
㎡
以
上

《
東
町
》

１
０
，
０
０
０
㎡
以
上

▼
届
出
期
間

売
買
契
約
を
締
結
し
た
日
か
ら
起

算
し
て

日
以
内

14

▼
届
出
先

都
市
計
画
課
都
市
計
画
係

▼
問
い
合
わ
せ
先

煙
群
馬
県
庁
土
地
・
水
対
策
室

緯
０
２
７
（
２
２
６
）
２
３
６
６

煙
都
市
計
画
課
都
市
計
画
係

（
大
間
々
庁
舎
）
緯

１
９
０
３

(76)

必
ず
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い

大
規
模
な
土
地
取
引
の
際
に
は

広
報
８
月
号
掲
載
後
、
諸
般

の
事
情
に
よ
り
会
場
変
更
と
な

り
ま
し
た
。
受
講
者
に
あ
っ
て

は
、
会
場
間
違
い
の
な
い
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

《
変
更
後
の
会
場
》

市
役
所
笠
懸
庁
舎

２
階

第
２
会
議
室

▼
問
い
合
わ
せ
先

介
護
高
齢
課

地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
（
笠
懸
庁
舎
）

緯

１
８
４
５

(76)

【
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
】の
笠
懸
地
区
の
会
場

が
変
更
に
な
り
ま
し
た

みどり市交通安全会大間々支部では、楽しみながら

交通安全を学べるイベントを開催します。入場は無料

です。皆さんのご来場をお待ちしています。

■日時 ９月28日蚊 午前10時～正午

■場所 東毛自動車教習所（大間々町大間々567）

■内容 Ｇ崖ＦＩＶＥの交通安全ショー・撮影会煙県警

音楽隊の演奏煙パトカー、白バイの体験乗車煙やきそ

ば、ポップコーン、ふうせんなどの無料配布煙交通安

全教育車ふれあい号煙ハーレー会による交通安全指導

■問い合わせ先 みどり市交通安全会大間々支部 支

部長（新井）緯(73)0559

みどり市交通安全会大間々支部

交通安全フェスティバル

Ｇ崖ＦＩＶＥ
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2008年（平成20年） 9月号 (18)

▼
対
象
・
定
員

０
～
２
歳
ま
で
の

子
ど
も
と
保
護
者
・

組
10

▼
申
込
方
法

９
月

日
峨
～

日

16

25

牙
の
間
に
電
話
で
笠
懸
図
書
館
へ

※
講
義
中
、
赤
ち
ゃ
ん
の
保
育
を
別

室
で
保
育
士
が
行
い
ま
す
。

★
休
館
の
お
知
ら
せ

９
月

日
画
か
ら

日
峨
ま
で
特

26

30

別
整
理
日
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

こ
の
休
館
に
伴
い
、
貸
出
冊
数
を

増
や
し
貸
出
期
間
も
延
長
し
ま
す
。

▼
貸
出
期
間

９
月

日
画
～

日
牙

12

25

▼
１
人
あ
た
り
の
最
大
貸
出
点
数

《
本
》

冊
10

《
雑
誌
》
４
冊

《
Ｃ
Ｄ
・
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
》
４
点

★
特
集
コ
ー
ナ
ー

動
物
園
に
行
き
た
く
な
る
絵
本
煙

敬
老
の
日
煙
宇
宙
の
日

★
読
み
聞
か
せ

◎
あ
し
の
会

お
は
な
し
だ
い
す
き

９
月

日
牙

午
後
３
時
～

11

◎
ぴ
よ
ぴ
よ
の
会

絵
本
と
あ
そ
ぼ
う

毎
週
木
曜
日

午
前

時
～

11

★
今
月
の
予
定

◎
図
書
館
名
画
座

９
月

日
蚊

午
後
２
時
～

14

◎
子
ど
も
映
画
劇
場

９
月

日
臥

午
後
２
時
～

20

興
原
爆
ポ
ス
タ
ー
展
に
折
鶴

７
月
に
開
催
し

ま
し
た
「
原
爆
ポ

ス
タ
ー
展
」
で
、

４
，
３
０
５
羽
の

折
鶴
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
の
で
広
島

に
送
り
ま
し
た
。

▼
日
時

月
５
日
蚊

10

午
前

時
～

時

10

11

▼
内
容
・
会
場

○
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
に
積
ま
れ
た
絵

本
の
閲
覧
…
玄
関
前

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
読
み
聞
か

せ
（
対
象

２
～
９
歳
く
ら
い
の

子
ど
も
・
申
込
不
要
）
…
集
会
室

★
本
の
森
読
み
聞
か
せ
講
座

「
絵
本
と
い
っ
し
ょ

う
れ
し
い
な
」

▼
日
時

月
８
日
我

10

午
前

時
～

時

10

11

▼
会
場

２
階

集
会
室

▼
講
師

寺
沢

敬
子

氏

（
群
馬
県
読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ

連
絡
協
議
会
会
長)

ホ
ー
ル
で
お
譲
り
し
ま
す
。
ご
自
由

に
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

※
お
一
人
に
つ
き
３
点
ま
で
で
す
。

★
映
画
会
を
開
催
し
ま
す

◎
９
月

日
臥

一
般
向
け

27

「
ブ
ラ
ッ
ク
キ
ャ
ッ
ツ
ア
イ
」

◎

月

日
蚊

子
ど
も
向
け

10

12

「
フ
ラ
イ
ン
グ
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
」

★
読
み
聞
か
せ

◎
わ
ら
べ
の
会

毎
週
土
曜
日

午
前

時
～

11

「
越
後
の
良
寛
さ
ん
と

上
州
新
田
郷
」

◎
講
師

櫻
井

浩
治

氏

（
医
学
博
士
・
精
神
科
医
）

越
後
生
ま
れ
の
高
僧
良
寛
さ
ん
の

生
き
方
を
、
周
囲
に
登
場
す
る
女
性

へ
の
対
応
か
ら
見
て
い
き
ま
す
。

▼
日
時

月

日
臥
午
後
２
時
～

10

11

▼
会
場

２
階

視
聴
覚
室

▼
申
込
方
法

９
月

日
牙

午
前

18

９
時

分
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話

30

で
大
間
々
図
書
館
へ
。

▼
定
員

１
０
０
人
（
先
着
順
）

★
Ｉ
Ｔ
講
習
会
の
お
知
ら
せ

恭
ワ
ー
ド
の
基
礎

▼
日
時

月
７
日
峨
～

日
画

10

10

午
後
１
時

分
～
４
時

分

30

30

▼
会
場

２
階

第
３
会
議
室

▼
対
象
・
定
員

市
内
在
住
の
マ
ウ

ス
操
作
や
簡
単
な
文
字
入
力
が
で

き
る
人
で
、
こ
の
講
習
を
初
め
て

受
講
す
る
人
・

人
（
先
着
順
）

20

▼
テ
キ
ス
ト
代

１
，
５
０
０
円

▼
申
込
受
付

９
月

日
牙

18

午
前
８
時

分
～
（
電
話
申
込
）

30

★

／
１
雑
誌
を
お
譲
り
し
ま
す

10保
存
期
限
の
過
ぎ
た
雑
誌
を
玄
関

笠笠
懸
図
書

笠
懸
図
書
館館

◎
毎
週
月
曜
日
、

【
特
別
整
理
日
】

９
月

日
画
～

日
峨

26

30

大大
間間
々
図
書

々
図
書
館館

◎
毎
週
月
曜
日
、

【
資
料
整
理
日
】
９
月

日
蚊

28

東
公
東
公
民民
館
図
書

館
図
書
室室

◎
毎
週
月
曜
日

休休

館館

日日

笠
懸
図
書
館

赤
ち
ゃ
ん
の
４
カ
月
検
診
で
配

る
引
換
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

《
笠
懸
図
書
館
》
９
月

日
我

24

《
大
間
々
図
書
館
》

９
月

日
牙
、

月
９
日
牙

25

10

午
前

時
～
（
両
館
共
通
）

10

▼
持
ち
物

絵
本
引
換
券
、

母
子
健
康
手
帳

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
トト

大
間
々
図
書
館

★
本
と
あ
そ
ぼ
う

全
国
訪
問
お
は
な
し
隊

か
さ
か
け

in

★
大
間
々
地
域
芸
術
文
化
祭

文
芸
講
演
会
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このほかレコーディングや演奏練習、講演会など、毎月

多くの方にご利用いただいています。

施設の利用申込状況についてはお問い合わせください。

下山静香ピアノコンサート
下山緯(22)7321 入場料前売2,500円

９/７(日)

午後2時

第14回工謳吹奏楽団演奏会
工謳吹奏楽団小林緯(73)1663 入場無料

９/14(日)

午後1時30分

笠懸野合唱団第６回定期演奏会
笠懸野合唱団上村緯(76)6148 入場無料

10/５(日)

午後2時

宗次郎クラシカル・アンサンブル

日時 12月21日(日)午後2時30分開演

音響機材を一切使用しない、完全生音コンサートで

す。至福のひとときをお楽しみください。

●料金 全席指定 前売3,000円(当日3,500円)

※未就学児は入場できません。

●出演 オカリナ／宗次郎、ヴァイオリン／今井博子

コントラバス／齋藤順、ハープ／斎藤葉

●予定曲目 土の笛のアヴェ・マリア、ふるさと、

赤とんぼ、埴生の宿 ほか

ႆ٥ 9月6日(ם)開ڼ

ᆸӝᾉ午Э9時῍ ᩓgᛅʖኖᾉ午後1時῍

～オカリナ・エチュード～

ユーモア溢れる解説と歌で聴く永遠の租田メロ

ディー・・・前回の公演では、満員のお客様に楽しん

でいただいたムード音楽生演奏、大好評の公演です。

●料金 全席指定前売2,500円(当日3,000円)

※未就学児は入場できません。

●指揮 大沢可直（指揮者＆語り）

●予定曲目

〈生演奏で聴く感動のムード音楽より〉

「エマニエル夫人」「死ぬほど愛して」

「００７ ゴールドフィンガー」 ほか多数

〈租田メロディー解説付きの最新作2008〉

2008租田メロディー新作の「東京シンフォニー第７

番」、子連れ狼、和歌山ブルース、潮来笠、夜霧の
い た こ

第二国道、大阪ろまん、東京ナイトクラブ など

租田正 記念オーケストラコンサート

笠懸野文化ホール〔パル〕開館15周年記念事業

日時 11月16日(日)午後2時30分開演

ᚸႆ٥ɶڤ

租田 正

日時 10月19日(日)午後1時30分開演

みどり・桐生地区の中学校・高等学校の音楽部・吹

奏楽部・管弦楽部による音楽祭です。

●料金 全席自由 無料

●出演団体（予定） 笠懸中学校、笠懸南中学校、

大間々中学校、大間々東中学校、樹徳中学校、

桐生女子高校、桐生南高校

中高生合同音楽祭

第６回みどり・桐生地区
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緯(76)1701 思(76)1703
E-mail iwajukuhaku@city.midori.gunma.jp
URL http://www.city.midori.gunma.jp/iwajuku/

2008年（平成20年） ９月号 （20）

《開催期間》10月４日(土)～11月24日(月・祝)

みどり市笠懸町にある稲荷山遺跡は、市内では

最初に縄文ムラの様子が明らかになった遺跡で、

発掘調査が行われて今年でちょうど30周年を迎え

ます。

この展示では、稲荷山

遺跡と関連遺跡出土の土

器や石器などを一堂に展

示し、また、この時期の

代表的な遺跡の資料も展

示しています。ご覧にな

る人に、縄文時代の変革

期の重要性を再認識して

もらえたらと思います。

ぜひご観覧ください。

第46回企画展
縄文ムラができるころ

～稲荷山遺跡発掘30周年～

10月に公演の予定だった「ドイツの歌曲の夕

べ」は出演者の都合で中止になりました。誠に申

し訳ありませんがご理解のほどよろしくお願いし

ます。次回の11月22日臥公演予定のコンサートを

お楽しみください。

サロンコンサート中止のお知らせ

岩宿探検隊「土器作り岩宿探検隊「土器作り」」

第46回企画展の内容にちなんだ興味深いお話が

聞けます。ぜひお出かけください。

恭日時 10月12日蚊 午前10時30分～

恭会場 体験学習室

恭定員 70人（先着順・随時受付）

恭参加費 無料

企画展解説講座

受講希望者は随時受け付けています。申込方

法など詳しくはお問い合わせください。

恭日時 ９月21日蚊 午後１時30分

恭会場 体験学習室

恭定員 70人（先着順）

恭受講料 1,000円（第３講単独受講の場合）

岩宿大学 第３岩宿大学 第３講講

講座 『縄文草創期再考』

講師 谷口康浩氏（国学院大学準教授）

恭日時 10月11日臥

午前９時30分～正午

恭会場 体験学習室

恭定員 30人（小学４

年生以上・先着順）

恭参加費 無料

恭受付開始 ９月20日臥から電話で受付

※11月９日蚊に土器を焼きます。

講座 『群馬の遺跡と
縄文時代前期の社会』

講師 大工原豊氏
（安中市ふるさと学習館）

稲荷山遺跡出土の土器

稲荷山遺跡の全景
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傷つけないで、大切な人傷つけないで、大切な人をを～ＤＶについて～～ＤＶについて～

●問い合わせ先 こども課相談室（笠懸庁舎） 緯(76)0995

企画課政策調整係（笠懸庁舎）緯(76)0962

ＤＶは大人たちの間だけでおきる問題ではなく、交際

する若者たちの間でもおきています。大人のＤＶもデー

トＤＶもまったく変わりありません。違いは、二人が結

婚しているかどうか、その点だけです。

デートＤＶは、親密な関係になると暴力行為が始まる

ことが多いようです。そういう関係になると、相手を自

分の【モノ】とか、【所有物】のように考えるようにな

り、そこから相手への支配は始まります。

しかし、恋人たちは「愛しているから」、「愛されて

いるから」と考えてしまうことから、その行為が『Ｄ

Ｖ』という名の暴力であることに気づけません。相手を

独占すること・束縛することが『愛』だと勘違いしてし

まっています。

相手を思う通りに動かしたり、相手の人格や意見を尊

重しないで、自分の考えや価値観を一方的に押しつけた

りするのは、『愛』ではなく『力と支配の関係』＝『Ｄ

Ｖ』です。ですから周りの大人は、子どものケンカ・い

ざこざなどと軽く考えず、細かな配慮が必要です。

興なぜデートＤＶが起きるのでしょうか？

●要因１ 身近な人への「力と支配」の行使

力を持つ者は持たない者を支配して良いという間

違った意識が起こさせます。人を支配するということ

は、その人を対等・平等にみない、尊重しないという

ことで、その行為を親密な人に行ってしまうのです。

●要因２ 問題解決のための暴力の容認

暴力で問題を解決できるという間違った意識です。

暴力は問題解決の方法には決してなりません。暴力を

ふるって良い理由など、どこにもありません。

●要因３ ジェンダーバイアス（男らしさ・女らしさ）

ジェンダーバイアスとは、社会通念や慣習の中で作

り上げられた男女それぞれのイメージに基づく差別・

偏見のことです。

＊男らしさ…煙弱音を吐かない煙泣かない煙権力を持つ

＊女らしさ…煙守られる煙控えめ煙頼る

「男らしさ」は【中心になる、力を持つ】というイ

メージです。また「女らしさ」は【男性を支える、自

分を出さずに従う】というイメージです。

このようなイメージを当たり前と信じている男女が

親密な関係になると、二人の間で力の差ができてしま

い、上下・主従関係になってしまいます。それがデー

トＤＶにつながっていくのです。

デートＤＶをしない・されない関係を築くには、力と

支配・暴力容認・ジェンダーバイアスといった間違った

思い込みや考えに気づきやめなければなりません。

鞄第６回鞄 ＤＶとデートＤＶ

緯
０
２
７
９

２
０
８
４
ま
た

(66)

は
緯
０
８
０
（
１
１
０
３
）
８

５
４
０

期
日

９
月

日
蚊

28

開
演

午
後
１
時

分
30

木
戸
銭

１
，
０
０
０
円
（
全
席
自
由
）

出
演
者

未
定

問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
が
め

黒
子
の
会
（
シ
イ
ナ
）

緯

４
１
４
７

(73)

※
イ
ベ
ン
ト
お
よ
び
そ
の
ほ
か
の

問
い
合
わ
せ
は
、
な
が
め
余
興

場
緯

１
９
６
８
で
も
受
け
付

(72)

け
て
い
ま
す
。

な
が
め
余
興
場

イ
ベ
ン
ト
情
報

期
日

９
月

日
画

19

開
演

午
後
１
時

分
30

内
容

煙
事
例
発
表

煙
講
演
（
演
題
は
仮
で
す
）

『
人
と
人
が
結
び
あ
え
る

社
会
で
あ
り
続
け
る
た
め
に

～
学
校
・
地
域
そ
し
て
保
護
者

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
～
』

講
師

小
野
田
正
利
氏

（
大
阪
大
学
大
学
院
教
授
）

※
入
場
希
望
の
人
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ
先

大
沢
緯
０
９
０

（
４
８
３
１
）
３
７
７
８

期
日

９
月

日
臥

27

開
演

午
後
６
時

分
30

入
場
料

前
売
３
，
０
０
０
円

当
日
３
，
５
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先

「
天
河
」
有
笠
ス
タ
ジ
オ

■
第

回
東
毛
地
区

31
社
会
教
育
連
絡
協
議
会

■
天
河
コ
ン
サ
ー
ト

～
和
太
鼓
＆
民
族
楽
器
の

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
～

■
な
が
め
亭

月
見
寄
席
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歳
以
上
の
人
に
は
、
接
種
料
金

65
の
補
助
が
あ
り
ま
す
。
実
施
期
間
内

に
予
防
接
種
を
受
け
た
場
合
、
料
金

３
，
５
０
０
円
の
う
ち
２
，
５
０
０

円
を
市
が
負
担
し
ま
す
。
対
象
の
人

に
は
９
月
中
に
「
予
防
接
種
予
診
票
」

を
世
帯
ご
と
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、

医
療
機
関
へ
持
参
し
て
接
種
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間

月
１
日
我
～

月

10

12

28

日
蚊

対
象
者

接
種
日
に
お
い
て

歳
以

65

上
で
接
種
を
希
望
す
る
人
（
昭
和

年

月

日
以
前
に
生
ま
れ
た

18

12

28

人
）

個
人
負
担
金

１
，
０
０
０
円
（
生

活
保
護
世
帯
者
は
無
料
）

接
種
方
法

予
診
票
に
必
要
事
項
を

記
入
し
医
療
機
関
へ
持
参
し
て
接

種
を
受
け
る

※
接
種
日
時
な
ど
は
、
事
前
に
各
医

療
機
関
へ
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※

歳
以
上

歳
以
下
で
あ
っ
て
も

60

64

心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
機
能
な
ど
に

障
害
が
あ
る
人
は
同
じ
条
件
で
接
種

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
各
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
本
の
自
殺
に
よ
る
死
亡
者
数
は

年
間
約
３
万
人
で
世
界
の
中
で
も
高

い
水
準
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
県
内

で
は
平
成

年
に
急
増
し
、
そ
れ
以

10

降
５
０
０
人
前
後
で
推
移
し
て
い
ま

す
。
ち
な
み
に
平
成

年
は
５
０
３

18

人
（
男
３
６
７
人
女
１
３
６
人
）

で
、
こ
の
人
数
は
交
通
事
故
に
よ
る

死
者
の

倍
に
な
り
ま
す
。

2.5

自
殺
は
防
ぐ
こ
と
の
で
き
る
死
で

す
。
か
け
が
え
の
な
い
命
を
守
る
た

め
に
心
配
事
や
悩
み
が
あ
っ
た
ら
一

人
で
抱
え
込
ま
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

●
自
殺
の
背
景

原
因
で
多
い
の
は
健
康
問
題
、
経

済
・
生
活
問
題
、
家
庭
問
題
な
ど
で

す
が
、
亡
く
な
っ
た
人
の
多
く
が
自

殺
す
る
前
に
何
ら
か
の
心
の
病
気
を

抱
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
う
ち
最
も
多
い
の
が
う
つ

病
で
す
。

●
う
つ
病
と
は

う
つ
病
は
誰
で
も
か
か
る
可
能
性

の
あ
る
病
気
で
、
日
常
生
活
の
さ
ま

ざ
ま
な
で
き
ご
と
が
き
っ
か
け
で
か

か
り
ま
す
。
約

人
に
１
人
が
経
験

15

し
ま
す
が
、
病
に
か
か
っ
て
い
る
人

の
う
ち
４
人
に
３
人
は
、
病
気
で
あ

る
と
気
づ
か
な
か
っ
た
り
、
受
診
し

づ
ら
か
っ
た
り
し
て
医
療
を
受
け
て

い
ま
せ
ん
。

う
つ
病
は
回
復
す
る
病
気
で
す
。

早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
大
切
で

す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
早
め
に
医
療

機
関
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

次
の
と
お
り
相
談
窓
口
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
相
談
窓
口

【
群
馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー
】

緯
０
２
７
（
２
６
３
）
１
１
５
６

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前

９
時
～
午
後
５
時

来
所
相
談

電
話
で
相
談
内
容
を
お

聞
き
し
て
内
容
に
適
し
た
日
を
予
約

し
ま
す
。

【
群
馬
い
の
ち
の
電
話
】

緯
０
２
７
（
２
２
１
）
０
７
８
３

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
は

月
か
ら
実
施

10

９
／

～

は
自
殺
予
防
週
間

10

16

「
い
の
ち
の
大
切
さ
を
考
え
よ
う
」

８月中に９日間、笠懸・大間々・東の各保健センターで、市内５

中学校の生徒の参加による思春期体験学習が行われました。

この「思春期体験学習」は、市内の乳幼児を持つ母親の人たちに

協力してもらい、乳児の抱き方やおむつ交換、着替えなどを実際に

体験することを通して、母性・父性を育て、命の大切さを学んでも

らおうと行っているものです。

今回は「事前学習」と「ふ

れあい体験」を行い、参加

者の一人は「赤ちゃんにた

くさんふれあうことができ

て楽しかった。お母さんの

大変さが分かった」と語っ

てくれました。

思春期体験学習 「赤ちゃんは、やわらかく可愛くて、

とても楽しかった!!」

▲笠懸保健センター

▲大間々保健センター

東保健センター

▲
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毎
日
午
前
９
時
～
午
後
９
時

分
30

毎
月
深
夜
受
診

第
２
・
第
４
金
曜
日

午
後
９
時
30

分
～
土
曜
日
の
午
前
９
時

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
自
殺
予
防
い
の
ち

の
電
話

緯
０
１
２
０
（
７
３
８
）

５
５
６

毎
月

日
午
前
８
時
～
翌

10

日
午
前
８
時

【
み
ど
り
市
精
神
保
健
相
談
】

緯

２
５
１
０
（
笠
懸
保
健
セ
ン

(76)
タ
ー
）
・
緯

２
２
１
１
（
大
間
々

(72)

保
健
セ
ン
タ
ー
）
・
緯

２
０
１
１

(97)

（
東
保
健
セ
ン
タ
ー
）
相
談
は
予
約

制
で
す
。
時
間
は
午
後
１
時

分
か

30

ら
５
時
ま
で
で
す
。

◎
相
談
日
…
９
月

日
、

月

30

10

28

日
、

月

日
、
平
成

年
１
月

11

25

21

27

日
、
２
月

日
、
３
月

日
（
火
曜

24

24

日
）

【
薬
物
依
存
症
相
談
の
お
知
ら
せ
】

こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー
で
は
、

専
門
医
師
に
よ
る
薬
物
（
ア
ル
コ
ー

ル
を
含
む
）
な
ど
へ
の
依
存
症
に
つ

い
て
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
秘
密

厳
守
で
応
じ
て
い
ま
す
の
で
一
人
で

悩
ま
ず
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
相
談
日
時
…
毎
月
第
２
・
第
４
火

曜
日
（
午
前
９
時
～
正
午
）

◎
相
談
場
所
…
群
馬
県
こ
こ
ろ
の
健

康
セ
ン
タ
ー
（
前
橋
市
野
中
町
３
６

８
）

※
相
談
は
予
約
制
で
す
。
群
馬
県
こ

こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー
相
談
専
用
回

線
（
緯
０
２
７
（
２
６
３
）
１
１
５

６
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

健
康
相
談
の
お
知
ら
せ
（
９
・

月
の
日
程
）

10

東保健センター大間々保健センター笠懸保健センター健康相談（成人）

10/20俄10/１我10/８我期 日

午前９時30分～11時受 付

保健師相談

栄養士相談

保健師相談

栄養士相談

歯科衛生士相談

保健師相談

栄養士相談
内 容

ぴよぴよ広場わんぱく広場乳幼児相談

大間々保健センター笠懸保健センター会 場

９/24我・10/８我・10/22我10/15我期 日

午前９時30分～11時受 付

１歳半くらいまでの乳幼児１歳半～３歳くらいまでの幼児対 象

身体計測、育児相談、栄養相談、歯科相

談、母乳相談（要予約）

※言葉の相談は９/24と10/22のみ（要予

約）

身体計測、育児相談、栄養相談、歯科相

談、遊びの広場、母乳相談（要予約）
内 容

４
月
か
ら
乳
幼
児
相
談
は

「
わ
ん
ぱ
く
広
場
」
「
ぴ
よ

ぴ
よ
広
場
」
に
変
わ
り
ま
し

た
。
育
児
相
談
の
ほ
か
、
赤

ち
ゃ
ん
を
遊
ば
せ
な
が
ら
お

母
さ
ん
同
士
の
交
流
も
で
き

ま
す
。

ポ
リ
オ

Ｂ
Ｃ
Ｇ

笠
懸
保
健
セ
ン
タ
ー

月

日
画
・

日
俄
・

日
我

10

17

20

29

９
月

日
我

10

大
間
々
保
健
セ
ン
タ
ー

月
１
日
我

10

乳
幼
児
予
防
接
種
（
９
・

月
の
日
程
）

10

◇材料◇（４人分）

米…２合(280g)

アサリ（缶）…１缶

缶汁＋水…430cc

固形スープ…１個(5g)

酒…大さじ２(30cc)

バター…大さじ１(10g)

コショウ…少々

万能ネギ…８本

◇１人分あたりの栄養価◇

エネルギー…160kcal、たんぱく質…4.2g

脂質…2.5g、カルシウム…16mg

鉄分…4.6mg、塩分…0.1g

鉄分は女性にとって大切な栄養素の１つ

です。また、激しいスポーツをしている中

高生も鉄分が消耗し、貧血になりやすいも

のです。貧血には色の濃い食品、レバー、

ヒジキ、緑黄色野菜などを意識して多く食

べるようにしましょう。今回の料理は鉄分

の多いアサリを使った炊き込みご飯です。

生のアサリでもできますが、缶詰を使えば

より簡単に作ることができます。

アアサリのピラアサリのピラフフ
栄養士さんの健康献栄養士さんの健康献立立 ファイルファイル⑩⑩

◇作り方◇

①米は研いでザルに上げ水気を切っておく。②ア

サリは身と缶汁を分けておく。缶汁に水を加え定

量にし、固形スープを溶かす。③万能ネギは小口

切りにする。④釜に米を入れ②の「缶汁＋水」を

入れ、コショウをふり、バターを所々に散らしア

サリをのせて炊く。⑤炊き上がったら万能ネギを

加えてよく混ぜて出来上がり。

健康づくりは食卓か健康づくりは食卓からら
手軽に鉄分補手軽に鉄分補給給

※
受
付
時
間
は
、
午
後
１
時

分
か
ら
２
時
ま
で
で
す
。

15



2008年（平成20年） 9月号 (24)

職
業
訓
練
校
訓
練
生

恭
エ
ク
セ
ル
コ
ー
ス

エ
ク
セ
ル
に
よ
る
表
計
算
お
よ
び

グ
ラ
フ
作
成
ほ
か
、
ビ
ジ
ネ
ス
向
け

の
便
利
な
機
能
を
習
得
し
ま
す
。

▼
期
間

月
２
日
～

月
９
日
の

10

12

毎
週
火
・
木
曜
日
（
全

回
）

20

▼
時
間

午
後
７
時
～
９
時

分
15

▼
定
員

人
10

▼
受
講
料

２
７
，
０
０
０
円

恭
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
基
礎
コ
ー
ス

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
の
基
礎
を
学

び
ま
す
。

※
基
礎
コ
ー
ス
修
了
後
、
引
き
続
き

実
践
コ
ー
ス
（
全
８
回
）
の
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
期
間

月
３
日
～

日
の
毎
週

10

29

水
・
金
曜
日
（
全
８
回
）

▼
時
間

午
後
７
時
～
９
時

分
15

▼
定
員

人
10

▼
受
講
料

１
４
，
０
０
０
円

▼
申
込
期
間

両
コ
ー
ス
と
も
９
月

日
俄
ま
で

22

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

煙
み
ど
り
地
区
高
等
職
業
訓
練
校

緯

６
０
１
１

(73)

煙
市
役
所
商
工
振
興
課

（
大
間
々
庁
舎
）
緯

１
９
３
８

(76)

恭
パ
ソ
コ
ン
講
座

▼
期
間

９
月

日
俄
～

月
３
日

29

10

画
（
全
５
日
間
）

▼
コ
ー
ス
・
時
間
・
受
講
料

①
エ
ク
セ
ル
基
礎
コ
ー
ス

午
前
９
時
～

時

分

10

30

１
，
５
０
０
円

②
ア
ク
セ
ス
基
礎
コ
ー
ス

午
前

時

分
～
午
後
０
時

分

10

50

20

２
，
０
０
０
円

▼
対
象

み
ど
り
市
・
桐
生
市
に
在

住
ま
た
は
在
勤
の
人
で
、

①
エ
ク
セ
ル
基
礎
コ
ー
ス
の
人
は
、

文
字
入
力
な
ど
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎

操
作
の
で
き
る
人

②
ア
ク
セ
ス
基
礎
コ
ー
ス
の
人
は
、

エ
ク
セ
ル
の
操
作
が
で
き
る
人

▼
募
集
人
数

各
コ
ー
ス

人
20

（
申
込
多
数
の
場
合
、
抽
選
）

▼
申
込
方
法

９
月

日
我
ま
で
に

17

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

恭
Ｐ
Ｏ
Ｐ
広
告

（
基
礎
・
実
践
編
）
講
座

▼
期
間
・
時
間

月

日
～
平
成

年
２
月

日

10

17

21

13

ま
で
の
毎
週
金
曜
日
（
全

回
）

15

午
後
１
時

分
～
４
時

分

30

30

※
休
講
日

月

日
、
平
成

年

12

26

21

１
月
２
日
・
９
日

▼
コ
ー
ス
・
内
容
・
受
講
料

①
基
礎
編
（
手
書
き
Ｐ
Ｏ
Ｐ
広
告
作

成
の
基
礎
を
学
び
ま
す
）

３
，
５
０
０
円

（
マ
ー
カ
ー
代
を
含
む
）

②
実
践
編
（
基
礎
を
踏
ま
え
て
、
よ

り
訴
求
効
果
の
あ
る
Ｐ
Ｏ
Ｐ
広
告

作
成
を
学
び
ま
す
）

１
，
６
８
０
円

（
マ
ー
カ
ー
代
は
別
）

※
①
②
の
共
通
内
容
と
し
て
、
パ
ソ

コ
ン
で
ワ
ー
ド
を
使
っ
た
Ｐ
Ｏ
Ｐ

の
作
成
を
含
み
ま
す
。

▼
対
象

み
ど
り
市
・
桐
生
市
に
在

住
ま
た
は
在
勤
の
人
で
、

①
基
礎
編
は
、
初
心
者
向
け

②
実
践
編
は
、
基
礎
講
座
受
講
済
み

の
人
、
ま
た
は
経
験
の
あ
る
人

▼
募
集
人
数

①
②
合
計
で

人
15

（
申
込
多
数
の
場
合
、
抽
選
）

【
共
通
項
目
】

▼
会
場
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

先

桐
生
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー

緯

２
１
０
１

(54)

秋
の
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

▼
日
時

月
５
日
蚊

10

《
受
付
開
始
》
午
前
３
時

分
～

45

《
出
発
》
午
前
４
時
～

《
帰
着
予
定
》
午
後
８
時
こ
ろ

▼
集
合
場
所

市
役
所
大
間
々
庁
舎
駐
車
場

▼
コ
ー
ス

猫
魔
八
方
台
―
中
の
湯

―
磐
梯
山
―
黄
金
清
水
―
鏡
ヶ
池

―
猪
苗
代
ス
キ
ー
場
登
山
口

（
歩
行
時
間

約
６
時
間
）

▼
募
集
人
数

人
（
定
員
に
な
り

45

次
第
締
切
）

▼
参
加
費

１
人
６
，
５
０
０
円

（
貸
切
バ
ス
代
・
旅
行
保
険
料
）

▼
申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
み
、

参
加
費
を
お
払
い
く
だ
さ
い
。

▼
払
い
込
み
先

郵
便
振
替
口
座
番

号
０
０
２
３
０
倆
３
倆
１
３
３
５

９
３
（
名
義

大
間
々
山
岳
会
）

▼
注
意
事
項

煙
天
候
・
状
況
に
よ
り
コ
ー
ス
を
変

更
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

煙
防
寒
着
・
手
袋
の
用
意
を
。

煙
当
日
は
体
調
を
整
え
、
山
歩
き
に

適
し
た
履
き
物
・
服
装
を
。

煙
着
替
え
・
雨
具
を
持
参
く
だ
さ
い
。

煙
食
べ
物
・
飲
み
物
は
、
食
あ
た
り

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
主
催

み
ど
り
市
体
育
協
会
山
岳
部

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

体
育
協
会
山
岳
部
（
藤
沼
）

緯

０
０
９
６

(73)
模
擬
裁
判
の
裁
判
員

前
橋
地
方
・
前
橋
家
庭
裁
判
所
桐

生
支
部
で
は
、
裁
判
員
模
擬
裁
判
を

開
催
し
、
こ
の
模
擬
裁
判
に
裁
判
員

と
し
て
参
加
し
て
も
ら
え
る
人
を
募

集
し
ま
す
。

桐
生
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー
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▼
共
催

前
橋
地
方
検
察
庁
、
群
馬

弁
護
士
会

▼
日
時

月
８
日
我

10

午
後
１
時
～
５
時

▼
場
所

前
橋
地
方
裁
判
所
桐
生
支

部
（
桐
生
市
相
生
町
２
丁
目
）

▼
内
容

裁
判
員
制
度
説
明
会
の

後
、
実
際
の
刑
事
裁
判
と
同
じ
手

順
で
、
評
議
の
上
で
判
決
宣
告
ま

で
す
べ
て
の
手
続
を
行
い
、
質
問

会
も
行
い
ま
す
。

▼
募
集
人
数

７
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
方
法

９
月

日
牙
か
ら
電

18

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
裁
判
員
制
度
説
明
会
お
よ
び
模
擬

裁
判
の
傍
聴
の
み
の
参
加
も

人
程

50

度
ま
で
な
ら
可
能
で
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

前
橋
地
方
裁
判
所
桐
生
支
部
庶
務

課

緯

２
３
９
１

(53)

恭

月
は
土
地
月
間
で
す
。

10土
地
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
限
ら

れ
た
貴
重
な
資
源
で
あ
り
、
日
常
生

活
や
経
済
活
動
に
欠
か
せ
な
い
基
盤

で
す
。
そ
こ
で
、
皆
さ
ん
に
土
地
に

つ
い
て
の
関
心
を
高
め
、
理
解
を
深

め
て
も
ら
お
う
と
「
土
地
月
間
」
が

定
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
ち
な
み
、
県
・
花
群
馬
県

不
動
産
鑑
定
士
協
会
で
「
地
価
評
価

等
無
料
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

月
３
日
画

10

午
前

時
～
午
後
３
時

10

▼
最
寄
り
の
会
場

《
桐
生
会
場
》

桐
生
倶
楽
部
（
桐
生
市
仲
町
）

《
太
田
会
場
》

太
田
市
役
所
（
太
田
市
浜
町
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

煙
群
馬
県
庁
土
地
・
水
対
策
室

緯
０
２
７
（
２
２
６
）
２
３
６
６

煙
市
役
所
都
市
計
画
課
（
大
間
々
庁

舎
）
緯

１
９
０
３

(76)

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、

中
小
企
業
で
働
く
従
業
員
の
た
め
の

退
職
金
制
度
で
す
。

安
全
・
確
実
・
有
利
な
中
退
共
制

度
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
制
度
の
特
色

煙
適
格
退
職
年
金
制
度
か
ら
の
移
行

先
で
す
。

煙
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す

煙
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
人
も
加
入
で

き
ま
す
。

煙
掛
金
は
税
法
上
、
全
額
非
課
税
に

な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

緯
０
３
（
３
４
３
６
）
０
１
５
１

今
年
９
月
か
ら

月
に
「
法
人
土

10

地
基
本
調
査
お
よ
び
法
人
建
物
調

査
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査

は
、
全
国
の
法
人
の
土
地
や
建
物
の

所
有
状
況
、
利
用
状
況
を
調
査
す
る

も
の
で
、
そ
の
結
果
は
、
土
地
に
関

す
る
諸
施
策
の
企
画
・
立
案
に
際
し

て
の
基
礎
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
る

ほ
か
、
学
術
・
研
究
機
関
、
企
業
な

ど
で
も
幅
広
く
活
用
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

群
馬
県
土
地
・
水
対
策
室

緯
０
２
７
（
２
２
６
）
３
６
６
１

無
料
登
記
相
談
会

群
馬
県
司
法
書
士
会
で
は
、

月
10

１
日
の
「
法
の
日
」
に
ち
な
み
無
料

の
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時

月
４
日
臥

10

午
前

時
～
午
後
３
時

10

▼
会
場

桐
生
市
中
央
公
民
館

▼
内
容

土
地
建
物
登
記
・
相
続
、

成
年
後
見
、
会
社
設
立
・
変
更
、

少
額
訴
訟
、
民
事
再
生
・
破
産
、

ヤ
ミ
金
、
法
律
相
談

▼
問
い
合
わ
せ
先

煙
群
馬
司
法
書
士
会
桐
生
支
部

緯

６
７
７
６

(73)

煙
群
馬
土
地
家
屋
調
査
士
会
桐
生
支

部

緯

６
４
８
２

(22)

刑
事
・
民
事
を
問
わ
ず
、
暴
力
団

員
な
ど
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
被
害
や

問
題
に
関
す
る
一
切
の
相
談
に
無
料

で
応
じ
ま
す
。
秘
密
厳
守
で
す
の
で

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
期
日
・
場
所

【
伊
勢
崎
会
場
】

月

日
画

10

24

伊
勢
崎
市
民
文
化
会
館
特
設
会
場

（
伊
勢
崎
市
昭
和
町
３
９
１
８
）

【
高
崎
会
場
】

月

日
画

10

31

高
崎
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
特
設

会
場
（
高
崎
市
末
広
町
１
１
５
倆

）
19

▼
時
間

２
会
場
共
通

午
後
１
時

分
～
４
時
（
受
付
は
午
後
３
時

30ま
で
）

▼
相
談
員

弁
護
士
、
警
察
官
、
暴

力
追
放
相
談
委
員

※
当
日
は
電
話
相
談
も
受
け
付
け
ま

す
。

《
特
設
電
話
》

緯
０
２
７
（
２
２
３
）
９
３
８
６

▼
問
い
合
わ
せ
先

苛
群
馬
県
暴
力
追
放
県
民
会
議

緯
０
２
７
（
２
５
４
）
１
１
０
０

恭
イ
ベ
ン
ト

碓
厩
橋
チ
ン
ド
ン
倶
楽
部
に
よ
る

煙
チ
ン
ド
ン
屋
「
ね
り
歩
き
」

（
赤
城
駅
～
朝
市
会
場
間
・
午
前

時

分
～
）

10

30

煙
チ
ン
ド
ン
シ
ョ
ー

（
午
後
０
時

分
～
）

30

碓
沢
入
サ
ー
カ
ス
学
校
に
よ
る

「
大
道
芸
」
（
午
前

時
～
、
午

11

後
１
時

分
～
）

15

法
人
土
地
基
本
調
査

法
人
建
物
調
査

地
価
評
価
等

無
料
相
談
会

中
小
企
業
退
職
金

共
済
制
度

暴
力
団
被
害

一
日
無
料
相
談
所

大
間
々
商
工
朝
市
会

周
年
記
念
朝
市

20
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碓
つ
ぼ
み
会
に
よ
る
「
日
本
舞
踊
」

（
午
前

時

分
～
）

11

45

▼
期
日

月
５
日
蚊

10

▼
時
間

午
前
７
時
～
午
後
３
時

▼
会
場

大
間
々
庁
舎
円
形
駐
車
場

▼
抽
選
会

２
０
０
円
お
買
い
上
げ

ご
と
に
サ
ー
ビ
ス
券
１
枚
進
呈
。

普
段
の
３
倍
セ
ー
ル
ス
で
、
券
１

枚
だ
け
で
ス
ピ
ー
ド
く
じ
が
１
枚

引
け
ま
す
（
午
前
８
時
～
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

大
間
々
商
工
朝

市
会
事
務
局

緯

６
６
１
１

(73)

▼
日
時

月

日
我

10

22

午
後
１
時
～
４
時

（
受
付

午
後
０
時

分
～
）

30

▼
場
所

桐
生
市
市
民
文
化
会
館
ス

カ
イ
ホ
ー
ル
Ａ
Ｂ
（
４
階
）

▼
内
容
・
時
間
・
講
師

煙
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
感
染

症
予
防
対
策
（
午
後
１
時
～
２
時
）

桐
生
保
健
所
長

栗
原
修
一
先
生

煙
こ
こ
ろ
の
健
康
（
自
殺
予
防
）
対

策
（
午
後
２
時
～
４
時
）

こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー
所
長

赤
田
卓
志
朗
先
生

▼
参
加
方
法

月
１
日
我
ま
で
に

10

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
ほ
か

当
日
は
駐
車
場
が
混

み
合
う
た
め
、
乗
り
合
わ
せ
か
公

共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

桐
生
保
健
福
祉
事
務
所
総
務
課
福

祉
係

緯

４
１
３
１

胃

４

(53)

(52)

１
３
１

無
料
多
重
債
務
相
談

前
橋
財
務
事
務
所
で
は
、
多
重
債

務
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
借
入
な
ど

に
お
悩
み
の
人
の
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん

し
、
相
談
を
お
聞
き
し
た
後
す
ぐ
に

法
律
専
門
家
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

財
務
省
関
東
財

務
局
前
橋
財
務
事
務
所
総
務
課

多
重
債
務
相
談
窓
口

緯
０
２
７
（
２
２
１
）
４
４
９
５

が
ん
電
話
相
談

が
ん
を
克
服
し
た
人
た
ち
の
会

「
ひ
ま
わ
り
の
会
」
で
は
、
闘
病
生

活
や
療
養
後
の
生
活
の
あ
り
方
を
お

互
い
の
体
験
を
も
と
に
語
り
合
い
な

が
ら
、
不
安
や
焦
り
を
解
消
し
、
励

ま
し
合
う
場
と
す
る
と
と
も
に
、
が

ん
を
克
服
し
た
生
き
証
人
と
し
て
、

が
ん
撲
滅
の
た
め
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

９
月
の
「
が
ん
征
圧
月
間
」
で
は

会
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
ひ
ま
わ

り
の
会
会
員
お
よ
び
医
師
・
保
健

師
・
看
護
師
に
よ
る
無
料
の
「
が
ん

電
話
相
談
」
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時

９
月

日
我
～

日
画

10

12

午
前

時
～
午
後
３
時

10

▼
電
話
相
談
（
直
通
）

緯
０
２
７
（
２
６
９
）
７
８
０
４

▼
問
い
合
わ
せ
先

群
馬
県
健
康

(財)

づ
く
り
財
団
総
務
部
総
務
課

緯
０
２
７
（
２
６
９
）
７
８
１
１

桐
生
厚
生
総
合
病
院

～
コ
ン
ビ
ニ
受
診
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
～

煙
「
コ
ン
ビ
ニ
受
診
」

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

最
近
の
造
語
で
す
が
、
こ
れ
は

「

時
間
営
業
の
コ
ン
ビ
ニ
同
様
、

24
時
間
に
と
ら
わ
れ
な
い
特
に
通
常
診

療
時
間
外
の
軽
症
患
者
さ
ん
の
受

診
」
の
こ
と
で
す
。

就
労
時
間
が
優
先
さ
れ
る
現
代
で

は
診
療
時
間
内
で
の
受
診
が
困
難
な

人
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
中
に
は

自
分
の
都
合
を
優
先
し
た
身
勝
手
な

受
診
を
求
め
る
人
も
い
ま
す
。

夜
間
診
療
は
、
翌
日
ま
で
待
て
な

い
緊
急
医
療
を
必
要
と
す
る
患
者
さ

ん
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
診
療
体
制

で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

煙
「
コ
ン
ビ
ニ
受
診
」
が
増
え
る
と

助
か
る
は
ず
の
命
が
助
か
ら
な
い

事
態
も
起
き
か
ね
ま
せ
ん

夜
間
に
当
直
医
師
が
診
療
で
き
る

患
者
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
医
師
不
足
が
叫
ば
れ
る
中
、
医

師
の
負
担
が
増
す
こ
と
は
医
療
の
質

の
低
下
や
疲
弊
を
引
き
起
こ
し
、
そ

桐
生
保
健
福
祉

事
務
所
講
演
会

⃂
⃂
⃂
⃂
⃂
⃂
⃂
⃂
⃂
⃂
⃂
⃂
⃂

大

下

茂

さ
ん

ま
ち
づ
く
り
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、

立
教
大
学
観
光
学
部
兼
任
講
師
、

ま
ち
づ
く
り
大
学
大
間
々
ゼ
ミ
講
師

初
め
て
大
間
々
を
訪
れ
て
か
ら
早

三
年
。
小
職
は
、
「
集
客
」
を
専
門

と
す
る
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
実
践
的

プ
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
り
、
合
併
直
前
に

開
催
さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
が

き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
偶

然
に
も
雨
上
が
り
の
高
津
戸
峡
に
靄も

や

が
被
さ
っ
た
光

景
を
な
が
め
余

興
場
で
巡
り
合

っ
た
。
市
街
地

の
中
に
こ
の
よ

う
な
贅
沢
な
自

ぜ
い
た
く

然
と
伝
統
を
も

つ
大
間
々
が
、
と
て
も
羨
ま
し
く

う
ら
や

思
っ
た
。
そ
の
後
も
訪
れ
る
度
ご
と

に
、
新
た
な
お
宝
の
情
報
を
頂
い
て

帰
る
。
富
弘
美
術
館
、
花
輪
宿
、
深

沢
宿
、
岩
宿
遺
跡
、
そ
し
て
家
族
に

評
判
の
野
菜
…
な
ど
。

昨
年
は
、
ま
ち
づ
く
り
大
学
大

間
々
ゼ
ミ
が
開
講
さ
れ
、
地
域
の
お

宝
発
見
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
を
勤
め

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
お
宝
は
形
あ

る
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
。
か
つ
て

の
記
憶
を
辿
り
、
先
人
達
の
暮
ら
し

の
中
の
知
恵
に
触
れ
、
さ
ら
に
は
、

地
域
を
愛
す
る
心
、
誇
り
に
思
っ
て

い
る
人
々
の
気
持
ち
が
語
ら
れ
る
度

ご
と
に
、
地
域
の
活
力
を
高
め
る
力

の
源
を
多
く
い
た
だ
い
た
。
市
民
の

皆
様
も
是
非
、
地
域
の
宝
の
再
発
見

と
地
域
で
の
縁
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

広
げ
る
ま
ち
づ
く
り
大
学
に
参
加
さ

れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
優
し

い
先
輩
と
講
師
陣

が
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

応
援
団
員
募
集
中
鎧

新
た
な
団
員
勧
誘
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

入
団
申
込

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
電
話
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

広
域
調
整
室
（
笠
懸
庁
舎
）
緯

０
９
５
９

(76)

みみ
ど
り
市
ふ
る
さ
と
応
援
団

団
員
メ
ー

み
ど
り
市
ふ
る
さ
と
応
援
団

団
員
メ
ー
ルル

み
ど
り
市
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
、
元
気
な
ま
ち
に
し

た
い
と
い
う
思
い
を
込
め
て
誕
生
し
た
、
み
ど
り
市
『
ふ
る
さ
と

応
援
団
』
も
誕
生
か
ら
１
年
半
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
県
外
の
応
援
団
員
か
ら
の
、
み
ど
り
市

へ
の
思
い
や
活
動
な
ど
を
３
回
に
分
け
て
紹
介
し
ま
す
。
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の
結
果
医
療
従
事
者
の
離
職
を
招

き
、
地
域
医
療
の
荒
廃
、
崩
壊
へ
と

つ
な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

煙
時
間
外
救
急
を
受
診
の
患
者
さ
ん

へ
お
願
い
で
す

桐
生
厚
生
総
合
病
院
で
は
、
時
間

外
救
急
外
来
に
も
多
く
の
患
者
さ
ん

が
受
診
さ
れ
ま
す
が
、
入
院
患
者
さ

ん
が
い
る
た
め
当
直
医
は
そ
の
急
変

に
真
っ
先
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
二
次
救
急
病
院
と

し
て
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
た
重
症
患

者
さ
ん
へ
の
対
応
も
優
先
し
ま
す
の

で
、
来
院
さ
れ
た
患
者
さ
ん
に
は

待
っ
て
い
て
も
ら
う
こ
と
も
多
々
あ

り
ま
す
。
地
域
の
中
核
病
院
、
高
度

医
療
の
提
供
で
き
る
病
院
と
し
て
の

役
割
が
十
分
に
果
た
せ
る
よ
う
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

桐
生
厚
生
総
合

病
院
総
務
課

緯

７
１
７
４

(44)

ぐ
ん
ま
県
民
カ
レ
ッ
ジ

恭
「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」

子
育
て
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

群
馬
県
教
育
委
員
会
で
は
、
幼
児

期
の
子
育
て
に
関
す
る
大
学
出
前
講

座
を
実
施
し
ま
す
。

▼
日
時
・
内
容
・
講
師

①

月

日
我

10

22

『
幼
児
期
の
親
子
の
関
わ
り
』

幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
長

塩
崎
政
江

②

月

日
我

10

29

『
幼
児
期
の
し
つ
け
』

新
島
学
園
短
期
大
学
教
授

高
岩
一
美

③

月
５
日
我

11『
幼
児
期
の
心
の
発
達
』

群
馬
大
学
教
授

松
永
あ
け
み

▼
時
間

各
回

午
前

時
～
正
午

10

▼
会
場

太
田
市
尾
島
行
政
セ
ン

タ
ー
研
修
室
（
太
田
市
亀
岡
町
）

▼
受
講
料

無
料

▼
対
象

東
部
教
育
事
務
所
管
内
の

市
町
に
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

▼
定
員

人
（
先
着
順
）

40

▼
申
込
方
法

電
話
申
し
込
み

▼
受
付
期
間

９
月
８
日
俄
～

月
３
日
画

10

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

東
部
教
育
事
務
所
生
涯
学
習
係

緯
０
２
７
６

７
１
５
１

(31)

▼
日
時

月

日
臥

10

18

午
前

時
～
午
後
７
時

10

▼
会
場

イ
オ
ン
モ
ー
ル
太
田
（
２

階
イ
オ
ン
ホ
ー
ル
ほ
か
）

▼
内
容

①
情
報
提
供
・
啓
発
普
及

煙
Ｆ
Ｍ
ぐ
ん
ま
・
Ｆ
Ｍ
太
郎
の
タ
イ

ア
ッ
プ
に
よ
る
公
開
生
放
送

（
ゲ
ス
ト

江
戸
屋
小
猫
）

煙
汚
水
処
理
情
報
の
展
示
、
汚
水
処

理
技
術
の
模
型
展
示
な
ど

②
県
民
意
見
・
要
望
の
把
握

煙
展
示
物
な
ど
の
見
学
に
合
わ
せ
県

民
か
ら
の
意
見
聴
取
や
来
場
者
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施

③
一
日
県
民
相
談
室
の
設
置

煙
各
種
団
体
に
よ
る
相
談
コ
ー

ナ
ー
、
県
浄
化
槽
協
会
、
環
境
検

査
事
業
団
な
ど
に
よ
る
浄
化
槽
相

談
、
県
な
ど
に
よ
る
下
水
道
相
談

▼
問
い
合
わ
せ
先

群
馬
県
県
土
整
備
部
下
水
環
境
課

緯
０
２
７
（
２
２
６
）
３
６
８
７

月
１
日
か
ら
免
除
基
準
が
次
の

10
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。

恭
全
額
免
除

身
体
障
害
者
・
知
的
障
害
者
・
精

神
障
害
者
が
世
帯
構
成
員
で
あ
り
、

世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税
（
住
民

税
）
非
課
税
の
場
合
に
、
全
額
免
除

と
な
り
ま
す
。

※
障
害
の
対
象
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

※
所
得
な
ど
生
活
状
態
の
条
件
が
統

一
さ
れ
ま
し
た
。

恭
半
額
免
除

○
視
覚
・
聴
覚
障
害
者
が
世
帯
主
の

場
合
に
半
額
免
除
と
な
り
ま
す
。

※
従
来
か
ら
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

○
重
度
の
障
害
者
（
身
体
障
害
者
・

知
的
障
害
者
・
精
神
障
害
者
）
が

世
帯
主
の
場
合
に
半
額
免
除
と
な

り
ま
す
。

※
障
害
の
対
象
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｈ
Ｋ
視
聴
者
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

煙
放
送
受
信
契
約
の
申
し
込
み
や
転

居
の
ご
連
絡

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
倆
１
５
１
５
１
５

煙
受
信
料
に
つ
い
て

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ

ル
０
５
７
０
（
０
７
７
）
０
７
７

煙
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
や
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ

ル
が
使
え
な
い
場
合

緯
０
４
４
（
８
７
１
）
８
４
４
５

緯
０
６
（
６
９
１
０
）
３
３
１
５

～
正
し
い
使
い
方
を

お
願
い
し
ま
す
～

秋
葉
原
無
差
別
殺
傷
事
件
以
降
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
掲
示
板
に
面
白

半
分
で
殺
人
な
ど
の
犯
行
を
予
告
す

る
書
き
込
み
が
増
え
て
い
ま
す
。

犯
行
を
予
告
す
る
内
容
の
書
き
込

み
は
、
私
た
ち
の
市
民
生
活
に
大
き

な
脅
威
を
与
え
る
も
の
で
、
い
た
ず

ら
目
的
で
あ
っ
て
も
事
案
に
よ
っ
て

は
重
大
な
犯
罪
と
な
り
、
面
白
半
分

で
は
済
ま
さ
れ
ま
せ
ん
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
正
し
い
使
い

方
を
家
庭
・
地
域
・
職
場
で
話
し
合

い
、
こ
の
よ
う
な
書
き
込
み
を
絶
対

に
し
な
い
よ
う
呼
び
か
け
ま
し
ょ
う

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
書
き
込
み
を

発
見
し
た
場
合
は
「
１
１
０
番
」
通

報
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

大
間
々
警
察
署

緯

０
１
１
０

(72)

桐
生
警
察
署

緯

０
１
１
０

(43)

群馬大学公開講座
～ガンを治す「重粒子線治療」～

桐生市通信

このコーナーでは、桐生市との交流事業の一環

で、桐生市からのお知らせを掲載しています。

ガンを切らずに治す「重粒子治療」などについ

て、群馬大学の先生が分かりやすく説明します。

参加費は無料で、申し込みも必要ありません。

直接会場へお越しください。車での来場も可能です。

▼期日 ９月19日(金)

▼時間 午後１時～３時

▼場所 群馬大学桐生キャンパス 大講義室

▼問い合わせ先 日本化学会関東支部（群馬大学

工学部内）緯(30)1310

水
、よ
み
が
え
れ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ダ
メ
鎧

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
イ
タ
ズ
ラ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料

免
除
基
準
の
変
更
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暑さに負けず大賑わい

笠懸の子どもまつり
８月９日、笠懸公民館で笠懸地域子どもまつりが開

催されました。外ではヨーヨー釣りやスーパーボール

すくい、輪投げやストラックアウト、ダンスなどが行

われ、子どもたちは暑い日差しに負けず元気に遊んで

いました。またカレーや焼きソバ、かき氷などの模擬

店も設けられ、店の売り子としてがんばっている子ども

たちの前にはどこも長い列ができて大賑わいでした。

屋内ではゴム鉄砲や風船細工、ハンドクラフトなど

が行われ、親子や友だち同士で楽しむ姿が会場中で見

られました。

利用者が20万人を達成しました

トロッコわたらせ渓谷号
８月23日、わたらせ渓谷鐵道の「トロッコわたらせ渓

谷号」の利用者が20万人を達成し、大間々駅で式典が挙

行されました。20万人目の乗車客は埼玉県上尾市から来

た５歳の隈元
く ま も と

凪君で、祖父の鈴木昇さんと一緒に驚き
な ぎ

ながらも嬉しそうに感謝状や副賞の一日フリーきっぷや

タブレット・クッキーを受け取っていました。

恭タブレットクッキーを買って枕木のオーナーになろう
この日は「タブレットクッキー名板取り付け式」も挙

行され、枕木のオーナーになった人・団体のプレート４

枚が枕木に取り付けられました。

タブレット・クッキーは、タブレット（昔の列車で用

いられた通行手形のようなもの）を模してＮＰＯ法人

「はたおと」虹の作業所が製造・販売している直径10セ

ンチ・厚さ約１センチのクッキーで、100枚で枕木を１

本購入することができます。皆さんのご支援ご協力をお

願いします。

【販売価格】１枚180円

【販売場所】

煙相老駅 煙大間々駅
煙水沼駅温泉センター
煙レストラン清流（神戸駅）
煙通洞駅
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専門的指導で楽しく上達

小学生ナイター陸上教室

宝くじコミュニティ助成

バスが新しくなりました

笠懸幼稚園バス入れ替え

25人がオーストラリアへ

中学生海外派遣事業

中学生が自身の言葉で語りました

少年の主張みどり市大会

大間々消防団第４分団、４位入賞

県消防ポンプ操法大会

８月５日から８日にかけて

大間々高校の校庭・体育館

で、小学生ナイター陸上教室

が開催されました。小学４～

６年生149人の児童が参加

し、陸上専門の教諭などを講

師に、短距離走や高跳びなど

６種目の講習を受けました。

８月11日、笠懸幼稚園の送

迎用バスの入れ替えが行われ

ました。バスの入れ替えは昨

年夏に１台行い、この夏休み

期間中にもう１台行い完了し

ました。２学期からの園児の

送迎はこの新しいバスの組み

合わせで行われています。

苛自治総合センターが、宝く
じの収益で行っているコミュニ

ティ助成事業を活用し、大間々

町第10区がお祭り用具を購入し

ました。

【購入品】綿紬半天一式、のぼ
つ む ぎ

り旗、横幕、
お う ま く

提灯、弓張提灯、
ち ょ う ち ん

大うちわ、放送設備一式など

７月25日、市役所大間々庁舎で、少年の主張「第３

回みどり市大会」が行われ、市内５中学校から選出さ

れた生徒10人が、学校生活や友人関係、社会問題など

をテーマに、個性あふれる発表を行いました。

○審査結果《敬称略。()内は学校名。学年は全員３年》

【最優秀賞】小島美咲（笠懸南）中島緋沙恵（大間々東）

【入選】風間示（大間々）髙畑珠理（東）本多泰章（大

間々東）髙柳柊斗（笠懸）星野綾華（大間々）斎藤美

里（東）武沙央梨（笠懸南）上山美紀（笠懸）

※最優秀賞の２人は、市の代表として８月９日開催の東

毛地区大会に出場しました。

８月13日から22日までの９日間、市内の中学生25人

が、オーストラリアのブリスベン・ゴールドコースト方

面への海外派遣事業に参加し、ホームステイをはじめ各

地の見学、オーストラリアの学校での体験授業、校外学

習などさまざまな形での現地の人たちとの交流を行って

きました。

日本とは季節が逆転している、寒いオーストラリア

で、生徒たちは貴重な体験をしてきました。この体験の

報告会は10月に開催される予定です。

８月20日、前橋の群馬県消防

学校で、第19回群馬県消防ポン

プ操法競技大会が開催され、大

間々消防団第４分団がポンプ車

の部で４位に入賞しました。次

回大会ではみどり市・桐生市の

地区から２チームが出場できる

ことになりました。

大間々町第10区でお祭り用具購入
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●
阿
左
美
縄
文
式
文
化
住
居
跡

（
群
馬
県
指
定
史
跡
…
昭
和

年
３
月

日
指
定
）

35

23

昭
和

（
１
９
５
４
）
年
、
阿
左
美
駅
の
プ
ラ
ッ

29

ト
ホ
ー
ム
の
拡
張
工
事
を
行
っ
て
い
た
と
き
に
大
量

の
土
器
や
石
器
が
出
土
し

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

昭
和

年
に
群
馬
大
学
考

30

古
学
研
究
室
に
よ
っ
て
２

カ
所
の
竪
穴
住
居
が
調
査

さ
れ
ま
し
た
。

１
号
住
居
跡
は
、
直
径

４
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
掘
り

く
ぼ
め
た
円
形
の
住
居
跡

で
、
中
央
に
７
個
の
河
原

石
を
並
べ
た
石
囲
炉
を
も

ち
、
炉
の
東
に
は
貯
蔵
の

た
め
の
穴
が
掘
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

２
号
住
居
跡
は
、
床
に
平
ら
な
河
原

石
を
敷
き
詰
め
た
も
の
で
、
長
軸
５

×

メ
ー
ト
ル

短
軸
３
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
、
長
軸
に
は
張
り
出
し
部
を
も
ち
、

上
か
ら
る
と
柄
鏡
の
よ
う
な
形
を
し
て

え

か

が

み

い
ま
す
。
石
敷
は
炉
の
周
辺
か
ら
張
り

出
し
部
（
入
口
）
に
か
け
て
の
間
、
そ

し
て
壁
際
を
め
ぐ
る
よ
う
に
並
べ
ら
れ

た
も
の
で
し
た
。

今
で
こ
そ
、
縄
文
時
代
の
住
居
跡
は
珍
し
い
も
の

で
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
発
掘
調
査
当
時
、
縄
文

時
代
の
住
居
跡
が
完
全
に
調
査
さ
れ
た
例
は
全
国
的

に
も
珍
し
い
も
の
で
し
た
。
そ
し
て
東
武
鉄
道
の

ご
厚
意
に
よ
り
、
住
居
跡
は
現
地
に
残
さ
れ
た
だ

け
で
な
く
、
覆
い
屋
で
保
護
し
見
学
に
供
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す

が
、
遺
跡
そ
の
も
の
を
保
護
し
、
活
用
す
る
点
で

も
先
駆
的
な
例
で
し
た
。

発
掘
調
査
か
ら

余
年
を
経
て
、
住
居
跡
も
相

50

当
傷
ん
で
き
ま
し
た
。
住
居
跡
の
傷
み
を
食
い
止

め
る
こ
と
と
、
公
開
を
ど
の
よ
う
に
両
立
さ
せ
る

か
、
検
討
が
必
要
な
史
跡
で
す
。

●
阿
左
美
遺
跡
出
土
注
口
土
器
（
み
ど
り
市
指
定

重
要
文
化
財
…
平
成
９
年
８
月
１
日
指
定
）

阿
左
美
駅
周
辺
で
は
、
群
馬
大
学
の
発
掘
調
査
以

降
、
市
の
教
育
委
員
会
に
よ
り

回
の
発
掘
調
査
が

22

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
縄
文
時
代
中
期
後

半
か
ら
後
期
前
半
（
４
２
０
０
～
３
８
０
０
年
前
）

の
遺
跡
と
し
て
は
群
馬
県
有
数
の
規
模
と
密
度
を
も

つ
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

遺
跡
の
出
土
土
器
も
優
れ
た
品
が
多
く
、
特
に
注
ち
ゅ
う

口
土
器
と
い
う
土
瓶
の
よ
う
な
形
の
土
器
で
は
、
６

こ

う

ど

き

点
の
完
形
品
（
壊
れ
て
い
な
い
土
器
）
が
あ
り
、
４

点
が
市
の
指
定
重
要
文
化
財
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
土
器
は
４
０
０
０
～
３
８
０
０
年
前
と
注
口

土
器
が
盛
ん
に
作
ら
れ
始
め
た
こ
ろ
の
も
の
で
す
。

注
口
土
器
の
用
途
は
、
酒
器
の
よ
う
な
道
具
だ
っ
た

と
い
う
説
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
ら
完
形
品
の

注
口
土
器
は
、
墓
や
住
居
な
ど
か
ら
出
土
し
た
も
の

で
、
特
別
な
目
的
を
も
っ
て
埋
め
ら
れ
た
も
の
の
よ

う
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

文
化
財
課
文
化
財
係
緯

１
９
３
３
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阿
左
美
縄
文
式
文
化
住
居
跡
と
阿
左
美
遺
跡
出
土
注
口
土
器

No.22

み
ど
り
市
の
文
化
財
め
ぐ
り

み
ど
り
市
の
文
化
財
め
ぐ
り
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２号住居跡

１号住居跡

注口土器（市重要文化財）



(31) 広報みどり 呉30

桐生保健福祉事務所の相談
会場 桐生保健福祉事務所[桐生市

相生町]緯(53)4131

《子育てこころの相談》

期日 毎月第１火曜日

時間 午後１時～４時

《精神保健福祉相談》

期日 毎月第２金曜日

時間 午前10時～正午（要予約）

子どもたちの教育相談

期日 毎週月～金曜日

時間 午前９時～正午

午後１時～５時

会場 教育研究所電話教育相談室

緯(73)1110

※来所相談の場合もまずはお電話で

社会福祉協議会の相談
《心配ごと相談》

【笠懸本所 緯(76)4111】

期日 ９月25日牙・★10月６日俄

時間 午前９時～午後３時

会場 笠懸老人憩の家

【大間々支所 緯(72)4054】

期日 ９月16日峨・10月15日我

時間 午後１時～３時

会場 厚生会館

【東支所 緯(97)2828】

期日 ９月10日我・10月10日画

時間 午前10時～正午

会場 高齢者生活福祉センター

※★印の日は、弁護士相談（午後１時

～３時：要予約）も行います。

《高齢者相談》

【笠懸本所 緯(76)4111】

期日 毎月第３水曜日

時間 午前10時30分～正午

会場 笠懸老人憩の家

無料人権相談

期日 毎週木曜日（休日除く）

時間 午後１時～４時

会場 前橋地方法務局桐生支局

緯(44)3526

相談員 人権擁護委員

休 日 当 番 医

（76）6311内外整笠懸町東邦病院

９/21(日)
（72）1230内児大間々町斎藤医院
（54）4153産婦内循広沢町６山口病院
（44）4814眼仲町２袖野眼科医院
（73）2211外内児整大間々町恵愛堂病院

９/23(火)
（20）3055内外児循川内町３藤井クリニック
（20）8080内児循消境野町６いずみ内科
（53）5411外内神相生町１阿部医院
（40）2600整広沢町間ノ島桐生整形外科病院

９/28(日)
（47）8200児笠懸町みらいこどもクリニック
（44）8989内仲町１坂本内科医院
（22）3234皮本町１栗原皮フ科医院
（73）2211外内児整大間々町恵愛堂病院

10/５(日)
（44）7753内児東２雨宮内科医院
（44）8897内境野町６藤井内科医院
（76）8840整内笠懸町笠木医院
（53）7711外内眼相生町５高木病院

10/12(日)
（22）7043内児本町２五十嵐内科医院
（70）2112児新里町アウルこどもクリニック
（43）3134産婦境野町６さとう小児科産婦人科クリニック

（53）1170整相生町５鈴木整形外科クリニック

10/13(月)
（47）1248児内織姫町おりひめ医院
（43）7757内堤町３権守内科医院
（74）2300外内新里町細野医院

(43)5374境野町６藤倉接骨院
９/21(日)

（73）6902大間々町なかじま接骨院

（44）5827境野町２周藤接骨院
９/23(火)

（73）7455大間々町馬場接骨院

（43）4117仲町２中島接骨院仲町
９/28(日)

（55）1511相生町２みのる接骨院

（47）2204東１岩崎接骨院
10/５(日)

（46）2038東７小林接骨院

（22）0743宮前町２野口接骨院
10/12(日)

（76）2036笠懸町奥沢接骨院

（52）4706広沢町４森接骨院
10/13(月)

（74）5938新里町ながや接骨院

※休日当番医・接骨院は、都合により変更する場合もあります。
確認してお出かけください。

休日当番接骨院

料無 相 談
桐生市の法律相談（弁護士相談）
期日 ９月18・25日牙、10月２・９

日牙

時間 午前10時～正午（10月２日は

午後１時～３時を追加）

会場 桐生市役所市民相談室

［緯(46)1111（内線355）］

定員 １日あたり７人（10月２日は

14人、10月９日は特別相談28人）

予約 相談を希望する週の月曜日の

午前９時から、専用電話緯(22)2424

で先着順に受け付けます。

消費者相談
期日 毎週月～金曜日（祝日・年末

年始を除く）

時間 午前９時～正午

午後１時～４時

会場 消費生活センター（大間々庁

舎２階［緯(76)0987］）

※来所の際は、事前にご連絡くださ

い。

毅桐生市歯科医師会館（桐生市堤町3-3-2）

時間 午前10時～午後３時 緯（45）1397

毅太田新田歯科医師会館（太田市新井町516-8）

時間 午前９時～午後１時 緯0276（45）7320

休日歯科診療所

９月30日が納期限です。忘れずに納付しましょう。

今月の納税

国民健康保険税׉第３期
固定資産税׉׉׉第３期

行政相談・人権相談
《行政相談・人権相談》

期日 10月３日画

時間 午前10時～午後３時

会場 厚生会館１階［問い合わせは、

大間々民生課緯(76)1846へ］

相談員 人権擁護・行政相談委員

《行政相談》

期日 ９月10日我・10月10日画

時間 午前10時～正午

会場 東庁舎３階［緯(76)0984］

相談員 行政相談委員
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